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最初に，学校における依存問題の変遷を振り返ってみ
たいと思います．
未成年者の依存問題と言えば，かつてはシンナー，タ

バコ，飲酒が中心でした．私が精神科医師としてアル
コールの問題に取り組み始めたのは，１９９０年代になって
からで，当時は，学校でも未成年者の飲酒が大きな問題
として捉えられていました．学校で初めて飲酒について
調査が行われたのは１９７８年で，その後いくつかの調査が
報告されて問題が認識されるようになっていました．私
が所属している久里浜医療センターの鈴木健二医師が，
１９９０年に全国の高等学校４７校を対象に，１４，４００名あまり
の高校生に調査を実施したところ，飲酒経験がないと回
答した高校生は，男女とも４人中１人という状況で，男
子の半数，女子の３割が月１回以上の頻度で飲酒してい
ると回答していました．飲酒経験者や飲酒者が多いだけ
でなく，一気飲みが問題になり始めたのもこの頃です．
このような状況で１９９４年から若者のアルコール関連問題
の現状の理解や予防のために若者自身と彼らを取り巻く
人々や社会環境の望ましい在り方を考えることを目的と
して久里浜医療センター内のアルコール関連問題予防セ
ンターを事務局とする「若者の飲酒を考えるフォーラム」
が始まるなど未成年者の飲酒対策の検討が始まりました．
しかし，その後，定期的に行われている中学校，高校

における大規模な飲酒実態調査の結果を見ますと，調査
のたびに飲酒経験のある中高生の割合は減り続けていま
す．その代わり，２０１０年頃から危険ドラッグを代表とす
る薬物乱用の問題がマスコミでも大きく取り上げられて
社会問題となりました．幸い，取締の対象となる指定薬
物を包括的に指定するよう法律を改正するなどの取締強
化が奏功して，今では危険ドラッグもほとんど問題とな
ることはなくなりました．
一方，わが国で最初のインターネット依存専門外来が

久里浜医療センターに開設されたのは，２０１１年です．こ
の頃からネットやゲームへの依存が問題となり始めてい
ました．インターネットやオンラインゲームは，日進月
歩のテクノロジーの象徴であり，このような速い変化に
対応できるのは若者の特徴とも言えますから，学校で
ネットやゲームが問題になるのは，当然の事ともいえる
でしょう．２０１７年から２０１８年にかけて実施された６万４
千人の中高生を対象とした調査によると，ネット依存が
疑われる生徒は全国で約９３万人と発表されており，今や
学校で依存問題と言えば，ネット・ゲーム依存といって
も過言ではない状況です．また，依存が重度になると不

登校になりますので，学校で行う調査では捕捉できない
可能性があり，依存している中高生の数はもっと多いと
考えられます．
ネット・ゲーム依存では，熱中するあまり，昼夜が逆

転したり，食事もとらずにゲームをしたりする生活の乱
れや，学業に集中できなくなって成績が低下，不登校な
どの問題に発展し，さらに止めさせようとする親に対す
る暴力など家族問題も発生します．依存が形成される過
程で，ゲームやネットに対する考え方も変化が生じて，
非常識な考え方をしていることに気づかなくなったり，
ゲーム仲間との間だけで成立するような非現実的な考え
に固執するようになります．このようにしてだんだん現
実が見えなくなっていきます．その在り様は，かつてオ
ウム真理教事件で話題になった“洗脳”と共通するとこ
ろがあるように個人的には感じています．
若者を中心としたネット・ゲーム依存の問題は，日本

に限らず，世界中で起こっています．ICT技術の進化は，
人々の生活を便利にしましたが，その負の側面として，
依存性が隠されています．人類は，これらの新たな技術
との安全な付き合い方を学んでいかなければなりません．
ネット・ゲーム依存は予防が大切ですが，学校だけでな
く家庭での教育が重要です．また，ゲームそのものへの
規制も検討する必要があるのではないでしょうか．
依存は，薬物，アルコール，ギャンブル，ネット・

ゲームに限らずコントロールが効かなくなることが特徴
です．最初は，単なる興味だったり，友達付き合いだっ
たり，気晴らしなどから始まりますが，のめり込んでい
くと，ちょっとしたきっかけで強い渇望を感じるように
なって，やらないでいることが苦痛になります．そして
コントロールを失うと，アルコールであれば，飲み始め
ると酔っぱらうまで飲む，ギャンブルの場合は，生活に
必要なお金まで使ってしまうといった具合になります．
このように，若者の依存の問題は，タバコ，アルコー

ル，危険ドラッグ・麻薬・覚せい剤などの違法薬物，睡
眠薬や抗不安薬などの処方薬といった物質への依存に加
えて，ギャンブル，買い物，インターネットといった
“行為”への依存，さらにはリストカット，過食など故
意に自分を傷つける行為といったように多様性が目立つ
ようになってきたのが最近の特徴です．今後も学校での
依存の問題が，なくなることは決してないと思われます
が，変化のめまぐるしいこの問題にどのように対応して
いくか，医療関係者だけでなく，教育関係者，保護者，
行政などさまざまな連携が必要になります．

学校保健におけるさまざまな依存
松 下 幸 生

Various Types of Addiction in School Health

Sachio Matsushita
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２０２０年１月１９日に横浜市開港記念会館にて第３回関東
甲信越アルコール関連問題学会を開催します．若者の問
題に限らず，様々な依存の問題が取り上げられる予定で

すので，興味のある方は是非ご参加ください．
（独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター）

１９１学校保健研究 Jpn J School Health６１；２０１９



ビニエットを用いた地震・津波災害の仮想場面における
小学校高学年児童の避難行動の選択とその関連要因

渡 邉 正 樹＊１，佐 藤 牧 子＊２

＊１東京学芸大学
＊２東京学芸大学附属小金井小学校

Selection of Evacuation Behavior and Related Factors during Simulated Earthquake and
Tsunami Disasters by the Vignette Method in Higher Grade Elementary School Children

Masaki Watanabe＊１, Makiko Sato＊２

＊１Tokyo Gakugei University
＊２Tokyo Gakugei University Koganei Elementary School

Background: Since the Great East Japan Earthquake, it has been considered important to provide disaster
prevention education in schools to facilitate children’s independent evacuation behaviors during disasters.
Previous studies have indicated that risk perception about disasters affected disaster prevention behaviors.
Objectives: This study investigated the selection of evacuation behaviors among higher grade elementary
school children in simulated earthquakes and tsunami scenarios, as well as their knowledge about evacuation
behaviors and cognitive factors based on Protective Motivation Theory（PMT）. Furthermore, the contents of
effective disaster prevention education were discussed to facilitate independent evacuation behaviors in chil-
dren.
Methods: A self-administered questionnaire survey was conducted with fifth and sixth graders in six ele-
mentary schools in Kanagawa Prefecture. The following three vignettes assuming an earthquake or a tsu-
nami were shown to the participants: an earthquake when boarding a bus, an earthquake during out-of-school
activities, and a tsunami during sea bathing. Participants were required to select the evacuation behavior
they would choose in each situation. Moreover, they were inquired about risk perceptions（severity and vul-
nerability of disasters）, benefit perceptions（self-efficacy and response efficacy related to safe evacuation be-
haviors）, and intentions of disaster prevention based on PMT as well as their knowledge of evacuation be-
haviors.
Results: Of the participants（N＝１，３８８）,１，２０６gave valid responses（６０２boys and６０４girls;５９７fifth graders
and６０９sixth graders）. The results of an exploratory factor analysis revealed that the risk perception items
consisted of one factor（vulnerability）, benefit perception items consisted of two factors（self-efficacy and re-
sponse efficacy）, and intention of disaster prevention consisted of one factor. The result of a multivariate
analysis of variance indicated that the children, especially boys, who chose independent evacuation behav-
iors in all the three vignettes showed high scores for knowledge, risk perception, response efficacy, and in-
tention of disaster prevention. On the other hand, self-efficacy was not related to independent evacuation be-
haviors. It was possible that an increase in self-efficacy related to safe evacuation behaviors did not lead to
independent evacuation behaviors.
Conclusions: It is important to increase response efficacy such as effective evacuation behaviors as well as
risk perception（vulnerability）regarding disasters in order to develop independent evacuation behaviors in
children. Furthermore, using simulations of disasters, such as the vignettes used in this study, may be effec-
tive for facilitating disaster prevention education in schools.

Key Word：evacuation behavior, elementary school children, risk perception, benefit perception,
vignette
避難行動，小学生，リスク認知，ベネフィット認知，ビニエット
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Ⅰ．はじめに

２０１１年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震およ
びそれに伴う津波によって東日本大震災が引き起こされ，
日本国土の広範囲に渡り甚大な被害が発生した．東日本
大震災に起因する死者・行方不明者は，いわゆる「震災
関連死」を含めると２万人を超えるとされる．また学校
への震災の影響も大きく，多くの児童生徒や教職員が犠
牲となり，多数の校舎も被害を受けた．文部科学省が
２０１２年１月に，被災３県（岩手，宮城，福島）の学校を
対象として実施した調査では，それまでの避難訓練等の
成果がみられたものの，「いついかなる場合においても
安全な避難行動をとれるような防災教育が重要である」
ことが指摘されている１）．従来学校における地震避難訓
練では，児童生徒らが教室にそろっている時に地震が発
生するという設定で，災害発生時には児童生徒らは机の
下に潜って身を守り，そののち教師の指示に従い二次避
難することが指導されてきた．また，東日本大震災発災
前の学校での避難訓練では，「おかしもの約束」（注１）
のように教師による避難指示を遵守することが指導され
てきた２）．しかし実際の東北地方太平洋沖地震発生時に
は，児童生徒らは校舎外や通学路など様々な場所にいた
ことから，従来の避難訓練では常に自分自身の身を守る
力を身に付けることは難しいといえるであろう．
文部科学省の「東日本大震災を受けた防災教育・防災

管理等に関する有識者会議」では，被災地での調査等を
踏まえて「防災教育で一番重要なことは，自らの命を守
ること」であり，「災害発生時に，自ら危険を予測し，
回避するためには，自然災害に関する知識を身に付ける
とともに，習得した知識に基づいて的確に判断し，迅速
な行動を取ることが必要である．」としている３）．また前
述したような常に同じ設定での避難訓練では限界があり，
防災教育そのものの見直しが重要である．さらに石巻市
立大川小学校の事故検証報告書においても，「規律・統
制に重点を置く集団行動型訓練」よりも，「子どもが自
ら判断・行動する能力の向上」が重視されており４），児
童生徒の主体的な避難行動が求められるようになった．
そのため，児童生徒の主体的な避難行動にはどのような
要因が関わっており，異なる状況においても常に危険を
回避して安全な行動をとるかを明らかにしていく必要が
ある．
避難行動を含む防災行動に関連する要因についての研

究は数多く行われているが，要因としては被災経験５－７），
学習から得た知識８），メディアの影響９）１０）などとともに，
個人の災害に対するリスク認知の存在がしばしば指摘さ
れている１１）１２）．リスクとはハザードがもたらす被害の大
きさとともに，生起確率によって表現される１３）．そのた
めリスク認知は，被害の重大さと災害発生可能性の認知
の２つの変数によって測定されるととらえられる１４）．
様々なハザードに対するリスク認知はハザード対処に影

響することが指摘されているが，特に自然災害に関わる
リスク認知の研究においては，リスク認知の高い住民ほ
ど防災行動をとりやすい傾向があることが報告されてい
る１５）１６）．たとえば住民による被害の重大さの認知と地震
防災行動との間に関連があること１７）やリスク認知がハリ
ケーン発生時の避難行動を左右する重要な要因であるこ
と１８）などが挙げられる．リスク認知は，防災教育を含む
災害についての効果的なリスクコミュニケーションにお
いて，災害の発生リスクをより正確に伝え，適切な対応
を可能にするために重要な要素であると言えるだろう１９）．
ただしこれまでの研究のほとんどは一般成人住民を対象
としており，児童生徒を対象としたリスク認知や防災行
動についての研究は十分とは言えない．
リスク認知を理論化した研究の中で，リスク認知を疾

病や事故災害等がもたらす脅威の認知としてとらえたも
のが防護動機理論（Protection Motivation Theory）で
ある２０）．防護動機理論は，提唱者Rogersのオリジナルモ
デルに，その後Rogers自身が手を加えた修正モデルに
基づいており２１），脅威評価と対処評価の２つの評価が行
動意図を規定するというものである．前述したリスク認
知の要素である被害の重大さ（Severity）と発生可能性
（Vulnerability）の認知はこのモデルの中の脅威評価に
含まれる．対処評価には反応効果性の認知（Response
Efficacy）と自己効力感（Self Efficacy）があり，リス
ク認知に対してベネフィット認知として位置づいている．
そして両者が行動意図を促す要因となる．近年では防護
動機理論やそれを応用したモデルを防災行動に適用する
ことが検討され始めている２２－２５）．成人はもちろん，児童
生徒におけるリスク認知をはじめとする防災行動を規定
する要因を明らかにし，どのような教育内容が適切な防
災行動を導くのかを見出す上で，有益な理論と言える．
一般に防災行動は，事前の備え，災害発生時の避難，

事後対応に分けることができるが，災害発生時の避難行
動を研究の対象とすることは簡単ではない．それは避難
行動自体，まれにしか起こらない大災害での行動のため
である．実際の避難行動を研究する場合，分析可能なの
は災害発生後の後ろ向き調査であり，前向き調査での研
究は困難である．そのため，従来の防災行動に関する研
究においては，避難行動よりも災害準備行動をとりあげ
たものが多かった２６）．また準備行動は日常的な行動とし
て測定・評価が容易であることが関係していると思われ
る．避難行動の代わりに避難訓練を取り上げた場合，評
価は集団としての評価にとどまり，個別の評価が困難で
あることも指摘されている２７）．
以上のことから，これまでの防災行動に関するリスク

認知の研究では，非常食の備蓄など災害発生への準備行
動が取り上げられることが多かったが，準備行動は家庭
単位で行われるのが一般的であり，児童生徒自身にまず
必要とされることは適切な避難行動である．災害はいつ，
どこで発生するかわからないため，自分自身の力で確実
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に自分の命を守るための主体的な避難行動が求められ，
それはまた周囲の人々の避難行動促進のための「率先避
難者」としての役割を果たすことにもつながる２）．
本研究の目的は，防災行動の中でも児童生徒で特に重

要と思われる地震発生時の避難行動を取り上げ，主体的
な避難行動を促す要因を明らかにすることである．前述
したように過去の避難行動と関連要因を分析することは
困難であるため，災害発生時のシミュレーションすなわ
ち仮想被災状況を提示して，避難行動の選択を調査する
こととした．そこで本研究では，メンタルヘルスリテラ
シー等の研究で用いられることの多いビニエット（Vi-
gnette）の形式２８）２９）で地震・津波発生の状況を提示し，
行動選択を尋ねる方法を用いた．さらにそれらに関連す
る要因を明らかにし，今後の防災教育を構築する上での
基礎資料を得る．
避難行動に関連する要因としては，前述した防護動機

理論に基づくリスク認知およびベネフィット認知に注目
し，避難行動の選択との関係を分析することとした．さ
らに，防護動機理論には含まれないが，自然災害に関す
る知識とリスク認知との関連がしばしば指摘されている
ことから３０），避難行動についての知識についても問うこ
ととした．
なお本研究では，小学校高学年児童（５，６年生）を

対象にする．その理由は文部科学省「『生きる力』を育
む防災教育の展開」において，小学校段階での危険予
測・主体的な行動としての達成目標として「災害時にお
ける危険の認識」と「自らの安全を確保すること」が挙
がっており，また体育科保健領域５年生，社会科５年生
および理科６年生で防災に関わる学習内容が位置づいて
いることから，今後の小学校における防災教育の改善に
寄与すると考えたためである．

Ⅱ．方 法

１．調査対象
神奈川県Ｋ市の小学校６校に在籍する５，６年生を対

象として質問紙調査を実施した．Ｋ市は海に面している
市であるが，対象校の６校はいずれも調査時点ではハ
ザードマップ上で津波被害が想定されていない地域に位
置している．また調査対象者に東日本大震災の被災児童
が在籍していた場合は，クラス全体を調査からはずすこ
ととした．
２．調査項目
質問項目は，基本的属性（学年，性別）の他，防護動

機理論に基づく①地震災害のリスク認知（重大さ，被災
可能性），②防災行動のベネフィット認知（自己効力感，
反応効果性），③防災行動意図に加え，④避難行動の知
識，⑤地震災害発生を想定した避難行動のビニエットで
ある．ビニエットとは，ある一場面を提示し，回答者が
その場面から必要な情報を読み取って回答するものであ
る．本研究でのビニエットでは，災害が発生する場面に

おける主体的な避難行動を含む多様な行動選択を取り上
げる．これらの項目は，都内小学校５年生２クラスを対
象とした予備調査を実施し，質問内容の用語や表現を確
かめて修正を加えている．
①地震災害のリスク認知は，地震被害の重大さと地震

災害発生可能性からなる全８項目であり，例えば「自分
の住んでいる地域でも，大地震が起きる」などの項目で
ある．②防災行動のベネフィット認知は，避難行動の自
己効力感と防災行動の反応効果性からなる全９項目から
なる．自己効力感は「いつ大地震が起きても，自分は安
全に避難ができる」など，防災行動の反応効果性は「地
震について学ぶことは，実際の被害を少なくするために
役立つ」などからなる．③防災行動意図は，前述の防護
動機理論における防護動機に当たるものであり，「今後，
避難訓練に積極的に取り組もうと思う」など全３項目か
らなる．①から③の質問項目に対しては，「そう思う」～
「そう思わない」までの５段階評定で回答するとした．
④避難行動の知識は，「地震防災研究を踏まえた退避

行動等に関する作業部会報告書」３１）に示された退避行動
に基づいて，５つの正誤問題を作成した．例えば「あな
たが家の中にいるとき，強い地震の揺れを感じました．
そばに机がなかったので，大きな洋服タンスにつかまり
ました．」について，「正しい」，「まちがい」，「わからな
い」の３つの選択肢から１つ選択する形式とし，正解の
場合は１点として計算し，５題の合計得点を求めた．得
点範囲は０～５点である．なお上記の問題では，「まち
がい」を選択した場合は１点，「正しい」あるいは「わ
からない」を選択した場合は０点となる．
⑤については，小学校５年生の実態や理解の程度を考

慮して，地震災害および津波災害を想定したビニエット
を作成した．本研究における状況の設定については，児
童自身による避難行動の選択を尋ねるために，指示を出
す教師が側にいないことを前提に，実際に児童が遭遇す
る可能性がある状況で避難行動を選ぶ場面を設定した．
具体的には児童一人でバス乗車中の状況，学校で植物園
に見学に来ている状況，家族で海岸に海水浴に来ている
状況での地震発生・津波発生についての３つのビニエッ
トを作成した（表１）．なお避難行動については前述の
作業部会報告書を参考とした３１）．これらのビニエットは，
他の項目と同様に都内小学校児童対象にして予備調査を
行い，小学校教員による意見を取り入れて表現や用語を
修正した．
ビニエットに示された状況での行動の選択肢は，現実

に児童が取る可能性がある行動を複数示し，一つの行動
を選択する形式とした．たとえば，バス乗車中の状況で
は，選択肢を５つ示して，自分にあてはまる行動を一つ
回答する．避難の判断は様々な状況に左右されることか
ら，これらの選択肢の中に正解が一つあるのではなく，
主体性の程度の差を含む選択肢とした．また植物園見学
と海水浴のビニエットでは同級生や家族がいっしょにい
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る状況であるが，友人や家族の指示による行動は選択肢
には含めず，児童本人の意思による避難行動のみを取り
上げた．
３．調査時期
２０１３年１２月～２０１４年１月に各学校に調査を依頼し，ク
ラスごとに担任教師が調査票を配布して実施した．
４．倫理的配慮
各学校の管理職，担任に趣旨を説明し，質問紙にも目

的を記載した．調査は無記名調査とした．前述したよう
に，調査対象者に東日本大震災の被災児童が在籍するク
ラスについては，クラス全体を調査からはずした．また
調査時には担任より，調査はテストではないこと，回答
したくない場合は回答する必要がないことを児童へ伝え
た．なお本研究は東京学芸大学研究倫理委員会の承認
（２０１３年承認番号６８）を得た上で実施した．

Ⅲ．結 果

１．属 性 等
調査対象者は小学校６校の１，３８８人であり，欠損値を

除く有効回答は１，２０６人（８６．９％）であった．学年と性
別の内訳は，男子６０２名，女子６０４年，５年生５９７名，６
年生６０９名であった．なお回答について学校差はみられ
ず，学年間も大きな差がみられなかったが，性別につい
ては有意差がみられたので，以下男女に分けて分析した．
２．リスク認知，ベネフィット認知および知識得点の関連
防護動機理論に基づく２０項目について，天井効果（平

均値＋標準偏差≧５）が見られた４項目を除いて探索型
因子分析（最尤法，プロマックス回転）を実施した．除
外した４項目はリスク認知に関する３項目，ベネフィッ
ト認知に関する１項目であった．因子分析の結果は表２
に示すように，４つの因子が抽出された．各因子は防護
動機理論に基づき被災可能性，自己効力感，反応効果性，
防災行動意図と名付け，各因子で因子負荷０．５以上の項
目の合計点を求めた．各因子による尺度のα係数は，被

表１ 地震発生・津波発生を想定したビニエット

Ａ バス乗車中の場面
ゆ

あなたは，習い事のためにバスで３０分くらいかかる場所へ向かう途中，大きな地震の揺れを感じました．それからも，大
ていりゅうじょ ぜんいん お うんてんしゅ し じ

きな揺れが続き，次の停留所で，全員バスから降りるよう運転手さんから指示されました．その場所は，家と習い事の
ひ なん ば しょ かんばん でん わ

ちょうど中間あたりの場所でした．停留所の先の小学校に避難場所の看板が見えます．あなたは家の人に何度も電話しまし
たが，通じません． この後，あなたはどうしますか．あはまる番号一つに○をつけてください．
１．自分の家に向かって歩く．

れんらく

２．家の人に連絡がつくまで，その場にいる．
３．避難場所になっている小学校まで歩いていく．

お

４．バスから降りた他の人たちについていく．
５．わからない．

Ｂ 植物園の場面
けんがく しょくぶつえん

あなたは，学校の見学で植物園にきています．植物園ではグループで見学をしています．そのとき，大きな地震の揺れ
あつ

を感じました．地震があったら，見学をやめて，決められた避難場所に集まることになっています．しかし，まわりの人た
つづ ゆ

ちの中には避難をせず，見学を続けようとする人もいます．あなたと同じグループの中にも，「こんな揺れは一時的だから，
だいじょう ぶ

見学を続けよう」と，言う人が出てきました．グループの他の人たちも，「大丈夫そうだね」と話しています． この後，
あなたはどうしますか．あてはまる番号一つに○をつけてください．

い けん つづ

１．みんなの意見に合わせて，見学を続ける．
２．一人だけでも，避難する．

ひ なん

３．みんなに避難をすすめて，いっしょに避難する．
４．わからない．

Ｃ 海水浴での場面
か ぞく の かいすいよく きょだい つ なみ

あなたは家族で電車に乗って海水浴にきています．そのとき，地震の揺れを感じ，海水浴場では，「巨大な津波のおそれ
ほうそう はな たかだい

があります」と放送されています．海岸から少し離れたところに，高台があります．しかし高台へ向かう人は少なく，自分
に もつ

の荷物を片付け，海岸から近い電車の駅に向かっている人が多くいます．あなたの家族も，大きな荷物を片付けているとこ
ろです．この後，あなたはどうしますか． あてはまる番号一つに○をつけてください．
１．荷物をもって，他の人の歩くペースに合わせて，他の人が進む方向へ移動する．

いそ

２．荷物をもたずに，急いで他の人の進む方向に移動する．
３．荷物をもって，人の歩くペースに合わせて高台に向かう．
４．荷物をもって，走って高台へ向かう．
５．荷物はもたずに，走って高台へ向かう．
６．わからない．
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災可能性，自己効力感，反応効果性，防災行動意図の順
に，０．６８，０．７６，０．７２，０．８２であった．被災可能性はリ
スク認知に該当し，自己効力感および反応効果性はベネ
フィット認知に該当する．また避難行動知識得点（０～
５点）は平均値２．３，標準偏差０．８８であった．
次に各変数の防護動機理論への適合を確認するため，

防災行動意図尺度を従属変数とし，被災可能性，自己効
力感，反応効果性の各尺度に加え，性別および学年をダ
ミー変数として独立変数とし，重回帰分析を行った（表
３）．なお避難行動知識は防護動機理論には含まれてい
ないため，独立変数からは外した．調整済み決定係数は
０．２４７（ｐ＜０．０１）であり，全独立変数の標準化偏回帰
係数（β）が有意（ｐ＜０．０１）であった．
３．各ビニエットへの回答と防護動機理論に基づく変数
および知識得点の関連
３つのビニエットに対する選択肢への児童の回答数

（率）を表４に示す．なおビニエットに対する回答の学
年差，男女差をカイ二乗検定で調べたところ，学年差は
みられなかったが，男女差は２つのビニエットでみられ
たため男女別に示した．ビニエットＡ「バス乗車中の場
面」では「③避難場所になっている小学校まで歩いてい
く」の回答率が高く，男子で６９．４％，女子で７２．７％で
あった．ビニエットＢ「植物園の場面」では「③みんな
に避難をすすめて，いっしょに避難する」の回答率が男
子で７１．９％，女子で８７．３％であった．ビニエットＣ「海
水浴での場面」では「⑤荷物はもたずに，走って高台へ
向かう」の回答率が最も高く，男子で４４．４％，女子で
４９．２％であった．

次に３つのビニエットへの回答による防護動機理論の
各変数（被災可能性，自己効力感，反応効果性，防災行
動意図）および避難行動知識の比較を，多変量分散分析
によって男女別に行った．まず３つのビニエットはいず
れも回答のサイズが不均衡であったため，BoxのM-
Testにより分散・共分散の等質性を調べた．その結果，
すべて有意水準は０．１％水準を上回ったため，分散・共
分散は等質と判断した．多変量分散分析の検定にはPil-
laiのトレースを用いた．次に変数別に単変量分散分析を
行ったが，変数が防護動機理論の変数および知識の５変
数があることから，Bonferroniの調整を行い，有意確率
をｐ＝０．００５とした．さらにＦ値が有意であった変数に
ついて，ビニエットの回答ごとに多重比較を行った．な
おここでの多重比較にはScheffeの検定を用いた．Pillai
のトレース，各変数のF値および多重比較の結果につい
ては表５に示すとおりである．
Pillaiのトレースは男女別の３つのビニエットすべて

において有意であり（ｐ＜０．０５），避難行動の選択間に
差がみられた．また単変量分散分析の結果については，

表２ リスク認知・ベネフィット認知項目の因子分析

自 己
効力感

防災行
動意図

反 応
効果性

被 災
可能性

大地震が起きても，自分はあわてないで行動できる． ０．７８ －０．１１ －０．０８ ０．０１

どこにいても，大地震による被害から身を守ることができる． ０．７１ －０．０８ ０．１３ －０．０６

危険だと思ったら，他の人が避難していなくても，自分で避難することができる． ０．６３ ０．１０ －０．１２ ０．０３

いつ大地震が起きても，自分は安全に避難できる． ０．６０ －０．０７ ０．１６ ０．０１

今後，避難訓練には積極的に取り組もうと思う． －０．０４ ０．８０ ０．０３ －０．０２

今後，大地震に備えて，避難の方法などについて家族で話し合おうと思う． ０．０１ ０．７５ －０．０１ ０．０３

今後，地震など自然災害について，もっと学ぼうと思う． ０．０３ ０．７１ ０．０６ ０．０３

地震への備えをしておけば安心だ． －０．０６ －０．１３ ０．９２ －０．０２

避難訓練をしていれば，地震の災害から身を守ることができる． ０．０４ ０．１２ ０．５６ ０．０３

家族で防災について話し合っておくと，大地震が起きても安心だ． ０．０７ ０．２０ ０．５０ ０．０３

自分が住んでいる地域でも，大地震が起こる． ０．０１ －０．０５ －０．０７ ０．７７

日本では近いうちに大地震がきっと起こる． ０．０４ －０．０１ －０．０１ ０．６３

大地震が起きたら，自分の住んでいる地域は被害を受ける． －０．０４ ０．０５ ０．０６ ０．５１

寄 与 率 ２３．８ １２．７ ９．２ ７．２

表３ 防災行動意図を従属変数とする重回帰分析

変 数 β ９５％信頼区間

被災可能性 ０．１８ ０．０６ ０．２８ ｐ＜０．００１
自己効力感 ０．１４ ０．０７ ０．１６ ｐ＜０．００１
反応効果性 ０．３３ ０．２８ ０．４０ ｐ＜０．００１
性 別 ０．１３ ０．４８ １．００ ｐ＜０．００１
学 年 －０．０７ －０．６７ －０．１１ ｐ＜０．０１

性別（男性＝０，女性＝１），学年（５年＝０，６年＝１）
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ビニエットＡ「バス乗車中の場面」において男子では自
己効力感を除く変数において有意（ｐ＜０．００５）であり，
多重比較では「③避難場所になっている小学校まで歩い
ていく」が被災可能性，反応効果性，防災行動意図で「①
自分の家に向かって歩く」と「⑤わからない」より高かっ
た．女子では全変数で単変量分散分析は有意ではなかっ
た．ビニエットＢ「植物園の場面」では，単変量分散分
析は男子においてすべての変数で有意であり，多重比較
は全変数で「③みんなに避難をすすめて，いっしょに避
難する」が高い傾向がみられた．女子では単変量分散分
析は反応効果性と防災行動意図で有意であり，多重比較
ではこれらの変数で「③みんなに避難をすすめて，いっ
しょに避難する」が高かった．ビニエットＣ「海水浴で
の場面」では，単変量分散分析は男子において避難行動
知識，被災可能性，防災行動意図で有意であり，多重比
較は「⑤荷物はもたずに，走って高台へ向かう」が高い
傾向があった．女子においては単変量分散分析で有意な
変数はなかった．

Ⅳ．考 察

本研究では防災行動意図を規定する要因を分析するた
めに，リスク認知のモデルとして防護動機理論を取り上
げた．ここでリスク認知のうち，主に被害の重大さに関
わる変数は天井効果によって以後の分析から取り除いた
が，日本においては自然災害の重大さは児童であっても
学習する機会は多く，また調査が東日本大震災後である
ことからも，地震津波災害の脅威を重大としてとらえる
傾向が強かったと思われる．そのためリスク認知として

は被災可能性のみをモデルの検討に用いた．
従来，保健行動を対象とした防護動機理論を用いた研

究では，脅威評価（本研究では被災可能性）と対処評価
（本研究では自己効力感と反応効果性）の両者がともに
高い場合に，予防行動意図が最も高くなることが報告さ
れている３２）３３）．本研究でも，被災可能性，自己効力感，
反応効果性が防災行動意図を規定していることが確かめ
られ，児童の防災行動において防護動機理論の適用が可
能であると思われる．さらに多変量分散分析により，防
護動機理論の各変数を用いることで，３つのビニエット
が示した被災状況における避難行動の選択の差を示すこ
とができた．すなわち児童の避難行動を規定する要因と
して防護動機理論の各変数を取り上げ，防災教育におい
てリスク認知やベネフィット認知に働きかけることの有
効性が示唆された．
しかし防災教育においてリスク認知を高める内容は効

果的であると報告されている３４）一方で，リスク認知が高
くても防災行動を促さないという指摘３５）や，災害のリス
ク認知による恐怖喚起が子どもたちには負の影響がある
こと３６）も指摘されている．それに対してベネフィット認
知については，防災行動では防災対策の反応効果性の認
知が重要な規定要因として報告されている２３）．ベネ
フィット認知は恒常的に行動意図へ正の影響を与えると
考えられるため，防災教育において特に重要な要素と言
えるであろう．また従来の防護動機理論の防災行動への
適用に関する研究は，成人を対象としたものであるが，
本研究のように児童を対象とした場合でもおおよそ当て
はまることが確認された．よって，防災教育において地

表４ ビニエットへの回答数（率）と男女差

男（ｎ＝６０２）女（ｎ＝６０４）
χ２ df

ｎ ％ ｎ ％

Ａ バス乗車中の場面
① 自分の家に向かって歩く ５６ ９．３ ３０ ５．０
② 家の人に連絡がつくまで，その場にいる ２６ ４．３ ３８ ６．３
③ 避難場所になっている小学校まで歩いていく ４１８ ６９．４ ４３９ ７２．７ １０．７６ ４ ｐ＜０．０５
④ バスから降りた他の人たちについていく ６８ １１．３ ６４ １０．６
⑤ わからない ３４ ５．６ ３３ ５．５

Ｂ 植物園の場面
① みんなの意見に合わせて，見学を続ける ４６ ７．６ １４ ２．３
② 一人だけでも，避難する ７８ １３．０ ３２ ５．３

４８．０８ ３ ｐ＜０．００１
③ みんなに避難をすすめて，いっしょに避難する ４３３ ７１．９ ５２７ ８７．３
④ わからない ４５ ７．５ ３１ ５．１

Ｃ 海水浴での場面
① 荷物をもって，他の人の歩くペースに合わせて，他の人が進む方向へ
移動する

２６ ４．３ １６ ２．６

② 荷物をもたずに，急いで他の人の進む方向に移動する ２０ ３．３ １６ ２．６
③ 荷物をもって，人の歩くペースに合わせて高台に向かう ２３ ３．８ ３０ ５．０
④ 荷物をもって，走って高台へ向かう ２１６ ３５．９ ２０２ ３３．４ ６．３３ ５ n.s.
⑤ 荷物はもたずに，走って高台へ向かう ２６７ ４４．４ ２９７ ４９．２
⑥ わからない ５０ ８．３ ４３ ７．１

１９７渡邉ほか：ビニエットを用いた地震・津波災害の仮想場面における小学校高学年児童の避難行動の選択とその関連要因



震津波災害の実態など脅威を伝えるだけに止まらず，効
果的な防災行動についての情報も併せて伝えることで，
学校防災教育の効果を高めることが期待されることが示
された．
災害が発生した場合の避難行動は，平常時の避難行動

意図が影響することが十分想定されるため２５），避難行動
意図を規定する要因を明らかにすることは，避難行動の
学習内容を含む防災教育を構築する上で有意義であると
考えられる．本研究ではビニエットという形式で，３つ
の被災状況すなわち場面Ａ「バス乗車中の場面」，Ｂ「植
物園の場面」，Ｃ「海水浴の場面」での地震発生・津波

発生をシミュレーションとして提示した．前述したよう
に，災害発生時における避難行動では，大人による指示
に従うだけではなく，児童が主体的に避難行動をとるこ
とが求められている．表１のビニエットＡでは「③避難
場所になっている小学校まで歩いていく」を選択した場
合をより安全な主体的な避難行動とみなすことが可能で
ある．同じようにビニエットＢの植物園の状況では，
「②一人だけでも，避難する．」または「③みんなに避
難をすすめて，いっしょに避難する．」のいずれかを回
答したものをより安全な主体的な避難行動とみなし，ビ
ニエットＣの海水浴では「⑤荷物はもたずに，走って高

表５ 多変量分散分析によるビニエットへの回答の比較

Ａ バス乗車中の場面（平均値） Pillaiの
トレース

Ｆ値
多重比較
（Scheffe）① ② ③ ④ ⑤

男

子

避難行動知識 ２．２ １．８ ２．４ ２．１ １．８ ５．１３＊＊＊

被災可能性 １０．９ １２．２ １２．３ １２．４ １０．２ ８．７２＊＊＊ ③＞①，④＞①，③＞⑤，④＞⑤
反応効果性 ９．１ １１．７ １１．１ １１．１ ９．９ ０．１４２＊＊＊ ７．０６＊＊＊ ②＞①，③＞①，④＞①
自己効力感 １１．７ １２．９ １３．０ １２．１ １２．３ ２．６０＊

防災行動意図 ９．２ １１．０ １１．５ １１．０ ９．３ ９．７２＊＊＊ ③＞①，③＞⑤

女

子

避難行動知識 ２．２ ２．１ ２．４ ２．３ ２．１ ２．２０
被災可能性 １２．２ １１．４ １２．１ １１．７ １１．６ ２．２５
反応効果性 １１．３ １１．０ １１．４ １１．６ １０．５ ０．０５７＊ １．６４
自己効力感 １１．２ １３．０ １２．２ １２．３ １１．１ １．４８
防災行動意図 １１．０ １１．６ １２．０ １２．３ １１．６ １．８４

Ｂ 植物園の場面（平均値） Pillaiの
トレース

Ｆ値
多重比較
（Scheffe）① ② ③ ④

男

子

避難行動知識 ２．０ ２．４ ２．３ １．９ ４．７３＊＊＊ ②＞④，③＞④
被災可能性 １１．０ １２．１ １２．２ １１．４ ４．４０＊＊＊ ③＞①
反応効果性 ９．２ ９．６ １１．４ １０．２ ０．１９３＊＊＊ １４．８４＊＊＊ ③＞①，③＞②，
自己効力感 １１．５ １２．０ １３．２ １１．２ ７．８２＊＊＊ ③＞①，③＞④
防災行動意図 ７．９ １０．０ １１．８ ９．３ ３５．７３＊＊＊ ②＞①，③＞①，③＞②，③＞④

女

子

避難行動知識 １．９ ２．３ ２．４ ２．２ １．６４
被災可能性 １１．６ １２．３ １２．１ １１．２ ２．０８
反応効果性 １１．０ １０．２ １１．５ ９．４ ０．０９７＊＊＊ １０．６７＊＊＊ ③＞②，③＞④
自己効力感 １０．９ １２．２ １２．３ １０．５ ３．６５
防災行動意図 ９．９ １０．９ １２．１ １０．５ ９．０８＊＊＊ ③＞①，③＞④

Ｃ 海水浴での場面（平均値） Pillaiの
トレース

Ｆ値
多重比較
（Scheffe）① ② ③ ④ ⑤ ⑥

男

子

避難行動知識 １．８ ２．２ ２．０ ２．３ ２．４ １．９ ４．４２＊＊＊ ⑤＞⑥
被災可能性 １１．６ １２．２ １２．８ １１．９ １２．５ １０．６ ５．５７＊＊＊ ③＞⑥，⑤＞⑥
反応効果性 １０．８ １０．６ １１．８ １０．５ １１．３ １０．１ ０．１２２＊＊＊ ２．７８＊

自己効力感 １２．５ １３．１ １３．０ １２．６ １２．９ １２．４ ０．３６
防災行動意図 １１．０ １０．３ １１．２ １０．７ １１．８ ９．２ ７．７３＊＊＊ ⑤＞⑥

女

子

避難行動知識 ２．１ ２．６ ２．３ ２．３ ２．４ ２．１ １．７９
被災可能性 １１．８ １２．０ １１．４ １２．１ １２．１ １１．５ １．４６
反応効果性 １１．９ １２．６ １１．１ １１．３ １１．４ １０．５ ０．０７７＊＊ ２．１６
自己効力感 １０．８ １２．８ １２．９ １１．９ １２．５ １１．２ ２．５９
防災行動意図 １１．１ １２．８ １２．０ １１．９ １２．２ １１．０ ３．１５

＊ｐ＜０．０５ ＊＊ｐ＜０．０１ ＊＊＊ｐ＜０．００５
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台へ向かう．」をより安全な主体的な避難行動とみなす
ことが可能である．いずれのビニエットも主体的な避難
行動を回答する割合が高く，特にビニエットＣでは男女
ともに主体的な避難行動が８０％を超えていた．このよう
な結果の背景には，東日本大震災における津波被害の報
道やそれに関連した避難行動に関する情報などが影響し
たと考えられる．その中でビニエットＢにおいて最も回
答率が高かった回答は「みんなに避難をすすめて，いっ
しょに避難する」であり，「一人だけでも，避難する」
は特に女子では１０％未満であった．共助が自助以上によ
り望ましい行動と判断していることがうかがえる．
これらのビニエットで示した避難行動とリスク認知等

との関連については，共通した結果として次のような傾
向が指摘できた．まず男女ともに３つの被災状況で，地
震災害のリスク認知，ベネフィット認知および防災行動
知識を用いた多変量分散分析によって，これらの変数が
ビニエットで示された避難行動の選択へ影響しているこ
とが確かめられた．個別の変数では，男子においては３
つのビニエットに共通して防災行動知識，被災可能性，
反応効果性，防災行動意図に選択した行動間に差がみら
れた．それに対して女子では反応効果性と防災行動意図
がビニエットＢで行動間に差がみられたが，他の変数で
は差がみられなかった．ただし女子では全体的に男子よ
りも数値がやや高いことから，有意差が表れにくかった
と思われる．多重比較によって有意差がでた変数では，
いずれも主体的な避難行動を選択した群の値が高かった
が，特にベネフィット認知である反応効果性においてそ
の傾向が顕著であった．またビニエットＢにおいて男女
ともに「みんなに避難をすすめて，いっしょに避難する」
と「一人だけでも，避難する」を比較すると，多重比較
により反応効果性が他の選択肢よりも有意に高いことが
明らかになっている．このことから，ベネフィット認知
を高める教育が自助のみならず，共助を促す率先避難に
つながることが予想される．
しかしベネフィット認知のうち自己効力感については，

男子のビニエットＢでより安全で主体的な避難行動をと
る児童において，他の行動を選択した児童よりも有意に
高い傾向がみられたものの，男子の他のビニエットおよ
び女子においては差がみられなかった．前述したように
防護動機理論に基づくと，たとえば保健行動においては
特に自己効力感の影響が強いと考えられる３３）．しかし本
研究のようにほとんど自己効力感が避難行動の選択と無
関係である背景には，より主体的な避難行動を選択する
児童は，避難行動についての知識を習得して，それが効
果的であるという認知（反応効果性が高いこと）が高い
反面，知識やリスク認知が高いことから主体的な避難行
動の選択は容易ではないことを自覚していることが予想
される．またビニエットでは選択した避難行動が適切で
あったか（成功であったか）どうかを示していないが，
自己効力感は成功・失敗場面とのつながりが強い３７）こと

から，自分の選択した避難行動の成否が示されなかった
ことが，自己効力感と避難行動の選択との間に関連がな
かった理由とも考えられる．避難行動については，ベネ
フィット認知のうち反応効果性を高めることは有意義で
あるが，単純に自己効力感が高まることが避難行動を促
さないことは，これからの防災教育の内容と評価を考え
る上で有益な情報と言える．
以上より，児童に対する避難行動に関する防災教育を

行う上では，避難行動に関する知識を身につけることは
もちろん，災害に対するリスク認知を高める情報を与え
ることに加え，避難行動の有効性を伝えることが主体的
な避難行動を促すために効果的であることが示唆された．
東日本大震災以降の学校の防災教育においては，主体的
に行動したり，災害について考えたりすることが以前に
比べて高まったという指摘がある３８）．また避難訓練は集
団で行うのが一般的であるが，単独で行う個別の訓練で
も効果を上がるという報告もある３９）．集団による訓練で
は周囲の行動に左右されがちであることからも，学校の
防災教育においても教師の指示による避難から，主体的
に判断し，行動する避難へと変わることが期待される．

Ⅴ．本研究の限界と課題

本研究では５，６年生という限られた年齢層での調査
であった．小学校高学年においては主体的な避難行動を
選択することが可能であり，そのために必要な指導内容
についての示唆が得られた．しかし小学校低学年，中学
年においても主体的な避難行動をとることができるのか
は不明である．この学年においては従来教員からの避難
指示が中心的な指導内容であったため，今後は年齢を広
げつつ，発達の視点から主体的な避難行動を分析してい
る必要がある．主体的な避難行動を促進する要因として
のリスク認知としては被災可能性，ベネフィット認知と
しては反応効果性が挙げられたわけであるが，主体的な
避難行動を阻害する要因については不明である．防護動
機理論では反応コストが阻害要因として挙げられるが，
反応コストは避難行動を阻害する正常性バイアス４０）に関
係することも予想される．さらに今回の調査でのビニ
エットで，回答数が少なかった主体的とはいえない避難
行動や「わからない」回答についても，さらに詳細な分
析が必要と思われる．これらは今後の検討課題として挙
げられるであろう．
また本研究では児童を対象として，ビニエットを用い

た避難行動の選択について調査をしたわけであるが，こ
の手法が効果的であった反面，児童にとって比較的容易
に選択できる場面であったと考えられる．今後は選択に
迷う場面すなわちジレンマストーリーを含むビニエット
を開発していくことも必要と考えられる．たとえば小学
生を対象としてビニエットに類似したジレンマストー
リー教材を取り入れた防災教育によって，児童の危険予
測・回避能力が高まることが報告されている４１）．様々な
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場面を想定したビニエットは，調査だけではなくそれ自
体が教材として活用できるものと期待できる．

Ⅵ．結 論

本研究では，小学校５，６年生を対象に，ビニエット
に示された地震・津波の仮想被災状況に基づく避難行動
とそれに影響する要因について質問紙調査を実施した．
その結果，主体的な避難行動を高める要因としてリスク
認知として被災可能性が，ベネフィット認知として反応
効果性が影響していることが確認された．しかし自己効
力感の影響はみられなかった．主体的な避難行動を促す
ためには，避難に関する知識を身につけることはもちろ
ん，災害に対するリスク認知を高め，避難行動の有効性
を伝えることが効果的であることが示唆された．

注１ 「おかしもの約束」とは，児童らに対して「おさ
ない，かけない，しゃべらない，もどらない」で避難す
ることを指示するためのルールである．
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Ⅰ．はじめに

養護教諭は子どもの傷病（症状）に対して常に「緊急
度・重症度判断」を行い，対応を決定している．軽症事
例が多いが，時に生じる重症事例においても緊急度・重
症度判断に基づき確実に対応できる力が求められる１）．
しかし，養護教諭の多くはこの緊急度・重症度判断に対
して困難感が高く２），経験年数を経ても判断への自信は
高まりにくいことが報告３）されている．
高い困難感の要因の一つとして，情報収集から判断に

至る「思考プロセス」において何らかの問題が存在して
いることが考えられる．岡ら４）は「養護教諭は子どもか
ら必要な情報を引き出す力があるが，得た情報から観察
や判断の根拠につなげる力は十分ではない」と収集した

情報が判断のために効果的に使用されていないことに触
れ，判断に至る思考プロセス上の課題を指摘している．
また，松枝ら５）は，観察した所見を自身の判断として生
かせていない養護教諭の現状から，観察した事実が存在
するにも関わらず，適切な判断と対応につながっていな
いリスクがあり，専門職としての職務を全うしていない
と言及される可能性も示唆されると述べている．このよ
うに，情報収集から判断や対応決定に至る思考プロセス
における問題の存在は，困難感を生じさせるだけでなく，
間違った判断や対応を導く可能性があり，早急に解決す
べき課題であるといえる．
しかし，これまでの研究では養護教諭の緊急度・重症

度判断に至る「思考プロセス」のあり方についての検討
は十分になされているとはいえない．細丸ら６）は「外傷

養護教諭が行う学校救急処置における臨床推論の実態と特徴
―困難事例からの分析―

丹 佳 子，小 迫 幸 恵，田 中 周 平
山口県立大学看護栄養学部看護学科

Yogo Teachers’Clinical Reasoning in Assessing Severity and Urgency
of Students for First Aid

Yoshiko Tan, Yukie Kosako, Shuhei Tanaka
Department of Nursing, Yamaguchi Prefectural University

Background: Yogo teachers need to assess urgency and severity in first aid of students. The assessment can
however be a challenge.
Objective: This study aimed to examine and classify the thought process in Yogo teachers for the clinical
reasoning with first aid in difficult cases of students
Methods: Yogo teachers’responses in１５７cases of children who visited the health office due to medical con-
ditions and／or injuries, including extremity injury, head injury, stomachache, headache, breathing difficulty,
and syncope, were examined. The Yogo teachers’thought processes for the clinical reasoning were classified,
employing the respective processes of hypothetico-deductive model of clinical reasoning. Relationships of the
classified thought processes with characteristics of Yogo teachers and cases were also studied.
Results: The thought process was found to be classified into the following six types: Ia: the“hypothesis vali-
dation type”, Ib: the“accepting all what children tell, with hypothesis formation”type, II: the intuition type,
III: the hidden hypothesis validation type, IVa: the“gathering comprehensive information”（or checklist）
type, and IVb: the“accepting all what children tell, without hypothesis formation”type.’Five of the six
types were without adequate hypothesis formation／validation or information gathering.
Relationships between the six types and the medical conditions／injuries were as follows. For the extrem-

ity injury, proportion of the type Ib was small. For the head injury, proportion of III was large and that of Ia
was small percentage. For the stomachache, proportion of III was small and that of IV was large. For the
headache, proportion of III was small and that of Ib was large.
Conclusion: We first classified Yogo teachers’thought process in first aid for students. This classification
might help improve the Yogo teachers’assessment and develop educations for their clinical reasoning.

Key words：Yogo teacher, school first aid, clinical reasoning, difficult cases in assessment
養護教諭，学校救急処置，臨床推論，判断困難事例
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の救急処置過程における養護教諭の困難感」に関する研
究を行っているが，「知識」「観察項目」「ポイント（判
断基準）」「対応」「技術」の視点からの調査で，観察項
目で得た情報を対応に結び付ける「思考」には注目して
いない．また，筆者自身７）も「判断」に対する困難感が
高い要因の一つとして，判断のための情報（判断根拠）
が少ないことに注目し観察実施率を調査しているが，観
察から対応に至る「思考」には触れていない．さらに，
緊急度・重症度判断力を高めるひとつの方法として
「フィジカルアセスメント」が注目されてきたが，研究
者の関心は，そのフィジカルアセスメント技術の使用実
態８－１０）や，スキル教育の実態１１）１２）の分析に止まっていた．
このように，これまでの研究では「情報収集」および「情
報収集スキル」としての「診察技術」重視の特徴があり，
得た情報を根拠として的確な判断に結びつけるための
「思考プロセス」は，ほとんど検討されてこなかったと
いえる．
そこで，養護教諭の緊急度・重症度判断に至る思考プ

ロセスをよりよいものにするために「仮説演繹法による
臨床推論」に注目した．臨床推論とはそもそも医師が
行っている「患者の疾病を明らかにし，解決しようとす
る際の思考過程や内容」１３）である．臨床推論には「仮説
演繹法」「パターン認識法（直感的思考）」「徹底検討法」
などが含まれる１４）が，臨床推論の中核をなすのは「仮説
演繹法」である１５）．「仮説演繹法による臨床推論」とは
仮説の形成と検証を繰り返しながら，正しい診断を導き
出そうとする方法１６）で，救急を含む外来患者における緊
急度判断を行う経験豊富なトリアージナースがよく用い
ている思考法１７）と言われている．養護教諭が行う学校救
急処置のプロセスは一般に，「①訴え」→「②フィジカ
ルアセスメント」→「③判断」→「④救急処置」→「⑤
救急処置に伴う保健指導」１８）と展開されるが，①～③の
プロセスにおいてはトリアージナースと同様に，緊急
度・重症度判断を行う役割が求められている１）ことから，
養護教諭にも活用可能な思考プロセスであるといえる．
また，「仮説演繹法による臨床推論」は批判的思考を反
復する思考過程であり，後で自身の診断推論の何が間違
いだったか，何が足りなかったかを検証することが可能
（検証可能）であるとともに，文脈的に言語化すること
が可能であるため，他者に言葉で説明が可能である（伝
達可能）１７）という特徴を有している．このことは，一人
職が多い養護教諭にとって振り返りを一人でも容易に行
うことができる（検証可能である）点において有用であ
るとともに，他校の養護教諭と学びあうことも可能（伝
達可能）な思考プロセスであることを示している．した
がって，「仮説演繹法による臨床推論」は養護教諭の緊
急度・重症度判断に至る思考プロセスをよりよいものに
するために活用可能な思考プロセスであると考える．
これまで養護教諭養成教育では「仮説演繹法による臨

床推論」を学ぶ機会はほとんどなく，養護教諭の使用実

態も明らかになっていない．そこで，本研究では，養護
教諭が保健室で対応した事例のプロセスレコードの記述
内容を「仮説演繹法による臨床推論」のプロセス１３）にそっ
て分析し，養護教諭の臨床推論（子どもの症状や所見な
どの初期情報から仮説を予想・形成し，さらに追加情報
を得ながら仮説を検証して，緊急度・重症度判断を導く
思考プロセス）の実態および特徴を明らかにすることを
目的とした．

Ⅱ．方 法

１．対 象
Ａ県の小中高等学校および中等教育学校５４１校の養護

教諭を対象に，研究協力者を募集するチラシと返信用葉
書を郵送した．葉書で研究協力の意志を示した６２名に対
して所属する施設の所属長（校長）および調査対象者（養
護教諭）に研究の説明を文書で行い，同意が得られた５６
名を対象とした．調査は無記名記述式質問紙（「属性調
査票」）および保健室来室児童生徒に対する緊急度・重
症度判断のプロセスを記述した無記名のプロセスレコー
ド（「研究用記録用紙（図１）：保健室における養護教諭
の判断・対応プロセス記録用紙」）を用いて郵送調査法
にて実施した．調査期間は２０１６年１１月～２０１７年３月である．
２．調査内容
「属性調査票」の内容は，養護教諭の年齢，性別，養
護教諭経験年数，現任校の勤務年数，複数配置の有無，
現任校の校種，看護師免許の有無，看護師勤務経験の有
無である．「研究用記録用紙」（図１）には頻度が高く判
断が困難で重症例を含む可能性がある６種類（四肢外傷，
頭部外傷，腹痛，頭痛，息苦しい，失神）の傷病（症状）
を理由に調査期間中に保健室を訪れた子どものうち，養
護教諭が判断に迷ったケースに対する子どもの様子，養
護教諭の対応の実際と思考プロセスを記録してもらうよ
う依頼した．内容は，子どもの学年と性別，傷病（症状）
の種類（四肢外傷，頭部外傷，腹痛，頭痛，息苦しい，
失神から選択），子どもの言動（観察して分かったこと），
養護教諭が考えたこと，養護教諭の言動，対応，診断結
果および治療内容（受診例のみ）である．子どもの言動
（観察して分かったこと），養護教諭が考えたこと，養
護教諭の言動の３項目は保健室での対応の様子を時系列
に記録するよう依頼した．「研究用記録用紙」への記入
は，倫理的配慮の観点から，子どもに対応している間は
録音や研究用記録用紙記入を目的としたメモはとらない
ように依頼したが，対応から長い時間が経過すると，記
憶の想起が難しくなるため，「当該児童生徒が保健室を
退室した後に，対応を振り返りながら研究用記録用紙に
記録」してもらうように依頼し，可能な限り事実が描写
できるよう努めた．提出を依頼した事例数は１名につき
２～３事例とした．
３．分析方法
提出された「研究用記録用紙」の記述内容を「仮説演
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繹法による臨床推論」の各プロセス「１．仮説形成のた
めの情報収集，２．仮説形成，３．仮説検証のための情
報収集，４．仮説検証，５．緊急度・重症度判断」（図
２）の中の２～４のプロセスに沿って分析した．まず，
①「研究用記録用紙」のプロセスレコードを読み，「養
護教諭が考えたこと」に注目し，傷病（症状）名や体の
状態が「～かな」「～かもしれない」「～も考えなくては」

「～も視野に入れて」等の表現とともに記述されている
部分を「仮説」としてとらえ，「仮説形成あり」か「仮
説形成なし」に分類した（仮説形成の有無）．②「仮説
形成あり」の場合は，その後の情報収集（「子どもの言
動・観察してわかったこと」「養護教諭の言動」）に注目
し，形成された仮説を検証するための情報収集が行われ
ているかどうかを読み取った．情報収集が行われている

図１ 研究用記録用紙（記入例）
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場合は「仮説検証あり」とし，そうでない場合は「仮説
検証なし」に分類した（仮説検証の有無）．③さらに，
仮説検証において仮説の検討が十分に行われている（仮
説として取り上げた傷病（症状）であれば，当然存在す
るであろう「症状や所見」について情報収集ができてい
るか）か否かにも注目した（仮説検証の内容）．④「仮
説形成なし」の場合は，「養護教諭が考えたこと」「養護
教諭の言動」に注目して情報収集の特徴を明らかにした．
特に緊急度・重症度判断を行う時に必要な情報（受傷機
転や発症様式に関する情報，その傷病（症状）における
重症例を念頭においた情報）が意図的（「養護教諭が考
えたこと」「養護教諭の言動」に表現されている）に収
集できているか否かに注目して分類した（意図的な情報
収集）．なお，類型化において研究者２名による一致率
は９０．４％であった．一致しなかった部分においては，共
同研究者間で十分に協議を重ねることで，信頼性および
妥当性の確保に努めた．
上記の手順で分類したものと養護教諭の属性（養護教

諭経験年数，現任校の勤務年数，複数配置の有無，現任
校の校種，看護師免許の有無，看護師勤務経験の有無）
および事例の属性（校種，傷病（症状）種類，緊急度・
重症度判断，診断結果の有無，治療の有無）において，
養護教諭経験年数と現任校の勤務年数の比較はKruskal-
Wallis検定，その他の分割表の行と列の関連性（独立性）
の分析にはχ２検定を用いた．２×３以上の分割表にお
いて有意差があった項目については，分割表のどの頻度
が有意に多いのか，少ないのかを判定するために，調整
済み残差の値を参照した．統計解析にはIBM SPSS Sta-
tistics Version２５を使用し有意水準は５％とした．
４．倫理的配慮
調査の目的，方法，調査に要する時間，内容，調査は

無記名，参加は自由意思によること，対象者の質問およ
び追加情報の要望にはいつでも応える用意があること，
研究の結果を公表する時は個々の対象者を特定できない
ようにすることを校長および養護教諭に文書で説明し，
文書にて同意が得られた養護教諭に調査票（「属性調査
票」および「研究用記録用紙」）を郵送した．「研究用記

録用紙」は，保健室利用者（子ども）および対象者（養
護教諭）の言動，考えたことは記録するが，子どもおよ
び養護教諭の個人が特定できるような情報（氏名，住所，
家族に関する情報）は記録しないよう依頼した．また，
子どもに対応している間は録音や研究用記録用紙記入を
目的としたメモはとらないように依頼し，当該児童生徒
が保健室を退室した後に，対応を振り返りながら研究用
記録用紙に記録してもらうように依頼した．本研究は，
公立大学法人山口県立大学生命倫理委員会の承認（承認
番号２８―５４号）を得て行った．

Ⅲ．結 果

１．回答者および事例の概要
属性調査票および研究用記録用紙を５６名の養護教諭に

配布したところ，５２名から回答があり（回収率９２．９％），提
出された事例は１５７事例であった．回答者の年齢は４０歳代
と５０歳代が多く，それぞれ１６人（３１．４％），１８人（３５．３％）
であった．養護教諭経験年数は０～１０年と２１～３０年が多
く，それぞれ１６人（３０．８％），１７人（３２．７％）であった．現
任校の校種は小学校２０人（３９．２％），中学校１６人（３１．４％），
高等学校１４人（２７．５％）であった．複数配置校で勤務し
ている人は８人（１５．７％），看護師免許所有者は２３人
（４５．１％）で，看護師勤務経験者は５人（２１．７％：看護
師免許を持っている人における割合）であった（表１）．
事例の校種は小学校５４例（３４．４％），中学校５９例（３８．３％），
高等学校４１例（２６．６％）で，傷病（症状）は四肢外傷５３
例（３３．８％），頭部外傷２９例（１８．５％），腹痛２４例（１５．３％），
頭痛２２例（１４．０％），息苦しい１２例（７．６％），失神１７例
（１０．８％）であった．対応（緊急度・重症度判断結果）
は救急車２０例（１３．１％），すぐ受診４６例（３０．１％），帰宅
後受診５２例（３４．０％），経過観察２２例（１４．４％），教室復
帰１３例（８．５％）であった．受診例において診断結果あ
りは１２０例（７７．４％），診断結果なしは３５例（２２．６％），
治療ありは１０４例（６７．１％），治療なしは５１例（３２．９％）
であった（表２）．

図２ 仮説演繹法による臨床推論の各プロセスと分析の視点
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２．仮説演繹法による臨床推論の各プロセスによる分類
（表３）

「仮説形成あり」は９４例（５９．９％），「仮説形成なし」
は６３例（４０．１％）であった．「仮説あり」９４例のうち「仮
説検証あり」は８６例（９１．５％），「仮説検証なし」は８例
（８．５％）であった．仮説検証ありの検証内容が十分で
あった事例は７３事例（８４．９％），不十分であった事例は１３
事例（１５．１％）であった．
仮説形成なしの６３事例について，意図的な情報収集を

行っていた事例は５６事例（８８．９％）で，行っていない事
例は７事例（１１．１％）であった．
３．養護教諭の臨床推論のタイプ
仮説形成の有無，仮説検証の有無，仮説検証の内容，

意図的な情報収集の有無から養護教諭の臨床推論の特徴
を分類したところ，６タイプに分類された（図３）．タ
イプⅠａは，仮説形成も仮説検証もあり，検証によって
仮説が支持されるか否かが検討され結論が出される検証
内容が十分なタイプである．タイプⅠｂは仮説形成も仮
説検証もあるが，検証内容が不十分で子どもの言動に

よって検証中に仮説が次々に形成されるタイプである．
タイプⅡは仮説形成はあるが，仮説検証はなく，ほぼ最
初に考えた仮説が結論として導かれているタイプである．
タイプⅢは仮説形成はないが，情報収集が意図的であり，
仮説が表現されていないだけで，ある特定の状態（重症
例）を念頭において情報収集していると思われるタイプ
である．タイプⅣａは仮説形成はないが，情報収集が意
図的であり，あらゆる状態を念頭においたチェックリス
トのように網羅的に情報収集を行って結論が出るタイプ
である．タイプⅣｂは仮説形成はなく，情報収集の特徴
として，意図的な情報収集ではなく，子どもの言動に左
右され思いつきと思われる情報収集を行うタイプである．
それぞれのタイプの特徴からタイプⅠａを「仮説検証

型」，タイプⅠｂを「仮説形成ありの子どもの言動優先
型」，タイプⅡを「直感型」，タイプⅢを「かくれ仮説検

表１ 回答者の属性

人 ％ ｎ

性別
男 １ ２．０ ５１
女 ５０ ９８．０

年齢

２０歳代 ７ １３．７ ５１
３０歳代 １０ １９．６
４０歳代 １６ ３１．４
５０歳代 １８ ３５．３

養護教諭
経験年数

０～１０年 １６ ３０．８ ５２
１１～２０年 ７ １３．５
２１～３０年 １７ ３２．７
３１～４０年 １２ ２３．１

現任校
勤務年数

１年未満 ４ ７．７ ５２
１～２年 １４ ２６．９
２～３年 ８ １５．４
３～４年 ６ １１．５
４～５年 ７ １３．５
５～６年 ５ ９．６
６～７年 １ １．９
７年以上 ７ １３．５

現任校校種

小学校 ２０ ３９．２ ５１
中学校 １６ ３１．４
高等学校 １４ ２７．５
その他 １ ２．０

複数配置
あり ８ １５．７ ５１
なし ４３ ８４．３

看護師免許
あり ２３ ４５．１ ５１
なし ２８ ５４．９

看護師勤務経験
あり ５ ２１．７ ２３
なし １８ ７８．３

表２ 事例の概要

事例数 ％ ｎ

校種 小学校 ５４ ３４．４ １５４
中学校 ５９ ３８．３
高等学校 ４１ ２６．６

学年（小学校） １年生 ３ ５．８ ５２
２年生 ８ １５．４
３年生 ５ ９．６
４年生 １４ ２６．９
５年生 ９ １７．３
６年生 １３ ２５．０

学年（中学校） １年生 １２ ２１．８ ５５
２年生 １９ ３４．５
３年生 ２４ ４３．６

学年（高等学校） １年生 １６ ３９．０ ４１
２年生 １６ ３９．０
３年生 ９ ２２．０

性別 男 ８１ ５１．９ １５６
女 ７５ ４８．１

傷病 四肢外傷 ５３ ３３．８ １５７
頭部外傷 ２９ １８．５
腹痛 ２４ １５．３
頭痛 ２２ １４．０
息苦しい １２ ７．６
失神 １７ １０．８

緊急度・重症度
結果による対応

救急車 ２０ １３．１ １５３
すぐ受診 ４６ ３０．１
帰宅後受診 ５２ ３４．０
経過観察 ２２ １４．４
教室復帰 １３ ８．５

診断結果有無 あり １２０ ７７．４ １５５
なし ３５ ２２．６

治療有無 あり １０４ ６７．１ １５５
なし ５１ ３２．９
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証型」，タイプⅣａを「網羅的情報収集型（チェックリ
スト型）」，タイプⅣｂを「仮説形成なしの子どもの言動
優先型」と命名した．
１５７事例中最も多かったタイプは「Ⅰａ仮説検証型」
で７３例（４６．５％），次に「Ⅲかくれ仮説検証型」４５例
（２８．７％）が多かった．その他のタイプの割合は「Ⅰｂ
仮説形成ありの子どもの言動優先型」１３例（８．３％），「Ⅳ
ａ網羅的情報収集型（チェックリスト型）」１１例（７．０％），
「Ⅱ直感型」８例（５．１％），「Ⅳｂ仮説形成なしの子ど
もの言動優先型」７例（４．５％）であった（図４）．
４．養護教諭の臨床推論タイプ別の特徴
それぞれのタイプと養護教諭の属性および事例の属性

との関連をみたところ，養護教諭経験年数（ｐ＝０．６１３），
現任校の経験年数（ｐ＝０．８５１），複数配置の有無（ｐ＝
０．３２５），現任校の校種（ｐ＝０．５９９），看護師免許の有無
（ｐ＝０．７０８），看護師勤務経験の有無（ｐ＝０．２４２），事
例の校種（ｐ＝０．７８０），緊急度・重症度判断（ｐ＝０．８７０），
診断結果の有無（ｐ＝０．６６７），治療の有無（ｐ＝０．７５９）
においては，いずれも有意差は認められず，傷病（症状）
の種類のみに有意差（ｐ＜０．０００１）が認められた（表４）．
全体で最も多かったタイプ「Ｉａ仮説検証型」（４６．５％）

について，傷病（症状）別にみると，「頭部外傷」以外
のどの傷病（症状）においても「Ｉａ仮説検証型」が多
かったが，「頭部外傷」のみ他の傷病（症状）と比較し
て「Ｉａ仮説検証型」の割合が低く，有意差（ｐ＜０．０１）
が認められた．全体で次に多かったタイプ「Ⅲかくれ仮
説検証型」（２８．７％）について，傷病（症状）別にみる
と，「頭部外傷」が他に比べて有意に高率（ｐ＜０．０１）
であった．また，全体で最も少なかったタイプ「Ⅳｂ仮
説形成なしの子どもの言動優先型」（４．５％）は，どの傷
病（症状）においても低かったが，「腹痛」だけは他の
傷病（症状）と比較して高かった（ｐ＜０．０１）．また，
仮説はあるが，子どもの言動を優先して判断している
「Ⅰｂ仮説形成ありの子どもの言動優先型」は「頭痛」
に多く認められた（ｐ＜０．０１）．

Ⅳ．考 察

１．養護教諭の臨床推論とそのタイプ
本研究では，養護教諭の緊急度・重症度判断に至る思

考プロセスを「仮説演繹法による臨床推論」の各プロセ
スに着目し類型化することを通じて，本邦で初めて，養
護教諭の臨床推論（子どもの症状や所見などの初期情報
から仮説を予想・形成し，さらに追加情報を得ながら仮
説を検証して，緊急度・重症度判断を導く思考プロセ
ス）の実態および特徴を明らかにした．
養護教諭の臨床推論の類型化を試みた結果，「Ⅰａ仮

説検証型」「Ⅰｂ仮説形成ありの子どもの言動優先型」「Ⅱ
直感型」「Ⅲかくれ仮説検証型」「Ⅳａ網羅的情報収集型
（チェックリスト型）」「Ⅳｂ仮説形成なしの子どもの言
動優先型」の６つのタイプに分類された．６タイプのう
ち「Ⅰａ仮説検証型」「Ⅱ直感型」「Ⅳａ網羅的情報収集
型（チェックリスト型）」は，それぞれ「仮説演繹法に
よる臨床推論」「パターン認識法による臨床推論」「徹底
検討法による臨床推論」１４）に近い思考プロセスであった．
「Ⅰａ仮説検証型」は仮説形成も仮説検証もあり，検証
によって仮説が支持されるか否かが十分に検討され結論
が出されるタイプである．いわゆる「仮説演繹法による
臨床推論」といえるタイプそのものである．これまで養
護教諭養成教育では「仮説演繹法による臨床推論」を学
ぶ機会はほとんどなかったが，半数近くがこのタイプの
思考プロセスを用いていることが明らかになった．残り
半数が，「Ⅰｂ仮説形成ありの子どもの言動優先型」「Ⅳ
ｂ仮説形成なしの子どもの言動優先型」「Ⅱ直感型」「Ⅳ
ａ網羅的情報収集型（チェックリスト型）」「Ⅲかくれ仮
説検証型」で，仮説形成や仮説検証がない，仮説検証の
内容が十分ではない，意図的な情報収集がなされていな
いなど，何らかの課題を有する思考プロセスであった．
また，各タイプと養護教諭および事例の属性との関連

性を検討したところ，「傷病（症状）」の種類との間に関
連性が認められた．「頭部外傷」においては「Ⅲかくれ
仮説検証型」が多かったことから，仮説は表現されてい

表３ 仮説演繹法による臨床推論の各プロセスによる分類
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ないものの，特定の状態（重症例）を念頭において情報
収集し判断・対応するタイプの臨床推論が行われている
ことが明らかになった．また，「頭痛」においては「Ⅰ
ｂ仮説形成ありの子どもの言動優先型」が，「腹痛」に
おいては「Ⅳｂ仮説形成なしの子どもの言動優先型」が
多かったことから，「腹痛」や「頭痛」など保健室来室
者に多い内科的訴え１９）に対しては「子どもの言動に左右
される」タイプの臨床推論が他の傷病（症状）よりも多
く行われていることが明らかになった．これらのことか
ら，養護教諭の思考プロセスは傷病（症状）によって異
なる特徴を呈する可能性が示唆された．
２．養護教諭の臨床推論タイプ分類の意義
本研究では養護教諭の臨床推論を類型化し６タイプを

抽出した．６タイプ中５タイプは，仮説形成や仮説検証
がない，仮説検証の内容が十分ではない，意図的な情報

収集がなされていないなど，何らかの課題を有する思考
プロセスであった．このように，今回の類型化によって，
いわゆる「不十分な思考プロセス」を示すことができた
と考える．この「不十分な思考プロセス」は半数近い事
例においてみられたことから，同時に，「養護教諭が陥
りやすい思考プロセス」として理解することができる．
不十分で，「陥りやすい」「課題を有する」思考プロセ

スをタイプ別に示すことは，養護教諭自身が自分の思考
プロセスを客観視するための視点を与え，振り返りを助
けることにつながると考える．一人職が多い養護教諭は，
「振り返りが難しい環境」におかれている．ほとんどの
養護教諭は一人配置であるため，病院の看護師のように
先輩や同僚の判断に触れることもなく，タイムリーに判
断へのアドバイスをもらう機会がほとんどない．類型化
によって「不十分な思考プロセス」が理解できれば，各

図４ 臨床推論タイプ別割合

表４ 臨床推論タイプと傷病の種類

タ イ プ
四肢外傷

上段：件数（％）
下段：調整済み残差

頭部外傷
上段：件数（％）
下段：調整済み残差

腹痛
上段：件数（％）
下段：調整済み残差

頭痛
上段：件数（％）
下段：調整済み残差

息苦しい
上段：件数（％）
下段：調整済み残差

失神
上段：件数（％）
下段：調整済み残差

計
上段：件数（％）

ｐ値

（カイ二乗検定）

Ⅰａ 仮説検証型 ２６（ ４９．１） ７（ ２４．１） １１（ ４５．８） １１（ ５０．０） ８（ ６６．７） １０（ ５８．８） ７３（ ４６．５）

＜０．０００１

０．５ －２．７＊＊ －０．１ ０．４ １．５ １．１

Ⅰｂ 仮説形成ありの子
どもの言動優先型

０（ ０．０） １（ ３．４） ４（ １６．７） ７（ ３１．８） ０（ ０．０） １（ ５．９） １３（ ８．３）
－２．７＊＊ －１．０ １．６ ４．３＊＊ －１．１ －０．４

Ⅱ 直感型 ３（ ５．７） ０（ ０．０） １（ ４．２） １（ ４．５） １（ ８．３） ２（ １１．８） ８（ ５．１）
０．２ －１．４ －０．２ －０．１ ０．５ １．３

Ⅲ かくれ仮説検証型 １９（ ３５．８） １９（ ６５．５） １（ ４．２） ０（ ０．０） ３（ ２５．０） ３（ １７．６） ４５（ ２８．７）
１．４ ４．９＊＊ －２．９＊＊ －３．２＊＊ －０．３ －１．１

Ⅳａ 網羅的情報収集型
（チェックリスト型）

４（ ７．５） ２（ ６．９） ２（ ８．３） ２（ ９．１） ０（ ０．０） １（ ５．９） １１（ ７．０）
０．２ ０．０ ０．３ ０．４ －１．０ －０．２

Ⅳｂ 仮説形成なしの子
どもの言動優先型

１（ １．９） ０（ ０．０） ５（ ２０．８） １（ ４．５） ０（ ０．０） ０（ ０．０） ７（ ４．５）
－１．１ －１．３ ４．２＊＊ ０．０ －０．８ －０．９

計 ５３（１００．０） ２９（１００．０） ２４（１００．０） ２２（１００．０） １２（１００．０） １７（１００．０） １５７（１００．０）

調整済み残差：＊＊ｐ＜０．０１
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タイプと自分自身の思考プロセスを比較することによっ
て，振り返りの視点を容易に持つことができ，自分自身
の課題に気づきやすくなると考える．
また，類型化された６タイプのうちいくつかのタイプ

は傷病（症状）の種類との関連がみられた．現職教育や
養成教育で傷病（症状）ごとのアセスメントを教える際，
今回の結果に基づいて，養護教諭が陥りやすい「不十分
な思考プロセス」を回避するような教育内容を準備する
ことができるようになると考える．
本研究の限界として，養護教諭が行う学校救急処置の

判断プロセスを臨床推論という医療者と同等の枠組に当
てはめている点があげられる．今回の研究をふまえ，学
校現場の特徴や子ども達の背景を考慮した臨床推論の検
討が必要である．

Ⅴ．結 論

頻度が高く判断が困難で，重症例を含む可能性がある
傷病（症状）（四肢外傷，頭部外傷，腹痛，頭痛，息苦
しい，失神）を理由に保健室を訪れた子どもに対する養
護教諭の対応と思考プロセスの記録内容を，「仮説演繹
法による臨床推論」の各プロセスに沿って分類し，さら
に，分類されたタイプと養護教諭の属性および事例との
関連を分析した結果，以下のことが明らかになった．
１．「Ⅰａ仮説検証型」「Ⅰｂ仮説形成ありの子どもの言

動優先型」「Ⅱ直感型」「Ⅲかくれ仮説検証型」「Ⅳ
ａ網羅的情報収集型（チェックリスト型）」「Ⅳｂ仮
説形成なしの子どもの言動優先型」の６タイプに分
類された．６タイプ中５タイプは，仮説形成や仮説
検証がない，仮説検証の内容が十分ではない，意図
的な情報収集がなされていないなど，何らかの課題
を有する思考プロセスであった．

２．それぞれのタイプと養護教諭および事例の属性の関
連をみたところ，傷病（症状）の種類との間に関連
性が見い出せた．他の傷病（症状）と比較して，「頭
部外傷」においては「Ⅲかくれ仮説検証型」が多く，
「頭痛」においては「Ⅰｂ仮説形成ありの子どもの
言動優先型」が，「腹痛」においては「Ⅳｂ仮説形
成なしの子どもの言動優先型」が多かった．

本邦初の養護教諭の臨床推論の類型化により，学校現
場で緊急度・重症度判断を行う「医療職ではない養護教
諭」ならではの思考プロセスの実態を示すことができた．
また，養護教諭の臨床推論の類型化は，望ましい思考プ
ロセスだけでなく，不十分で，「陥りやすい」「課題を有
する」思考プロセスを顕在化できることから，養護教諭
自身が自分の思考プロセスを客観視するための視点を与
え，振り返りを助ける可能性がある．さらに，類型化さ
れた６タイプのうちいくつかのタイプは傷病（症状）の
種類との関連がみられたことから，今回の結果に基づい
て，養護教諭が陥りやすい「不十分な思考プロセス」を
回避するような傷病（症状）別の教育内容を準備するこ

とができるようになると考える．

謝 辞

本研究にご協力いただき，貴重な時間を提供して下
さった回答者の皆様に深く感謝いたします．また，論文
作成において貴重なご意見を頂きました山口県立大学看
護栄養学部看護学科教授の吉村耕一先生にお礼を申し上
げます．本研究はJSPS科研費１５K１１８９５の助成を受けた
研究の一部である．

文 献

１）河本妙子，松枝睦美，三村由香里ほか：学校救急処置に
おける養護教諭の役割―判例にみる職務の分析から．学校
保健研究 ５０：２２１―２３３，２００８
２）武田和子，三村由香里，松枝睦美ほか：養護教諭の救急
処置における困難と今後の課題―記録と研修に着目して．
日本養護教諭教育学会誌 １１：３３―４３，２００８
３）平川俊功：養成機関卒業後における養護教諭の資質能力
向上に関する学習の状況．学校保健研究 ５５：５２０―５３５，
２０１４
４）岡美穂子，松枝睦美，三村由香里ほか：養護教諭の行う
救急処置―実践における「判断」と「対応」の実際―．学
校保健研究 ５３：３９９―４１０，２０１０
５）松枝睦美，三村由香里，上村弘子ほか：学校救急処置ト
リアージチェックリストの活用．日本養護教諭教育学会誌
１５：２３―３１，２０１２
６）細丸陽加，三村由香里，松枝睦美ほか：養護教諭の救急
処置過程における困難感について―外傷に対しての検討．
学校保健研究 ５７：２３８―２４５，２０１５
７）丹 佳子：重症事例における養護教諭の対応と観察の実
態―非緊急対応群と緊急対応群における観察実施率の比
較―．学校保健研究 ５８：２１５―２２６，２０１６
８）丹 佳子：養護教諭が保健室で行うフィジカルアセスメ
ントの実態と必要性の認識．学校保健研究 ５１：３３６―３４６，
２００９
９）遠藤伸子，澤田敦子，西森菜穂：現職養護教諭のフィジ
カルアセスメント教育に対するニーズ．日本養護教諭教育
学会誌 １６：３―１２，２０１３

１０）力丸真智子，三木とみ子，大沼久美子ほか：養護教諭の
フィジカルアセスメント及びヘルスアセスメントの実態に
関する研究―健康相談活動に焦点をあてて―．日本養護教
諭教育学会誌 １７：４１―５３，２０１４

１１）葛西敦子，中下富子，三村由香里ほか：養護教諭養成大
学の教員を対象とした「子どものからだをみる」フィジカ
ルアセスメント教育に関する実態調査―養成背景別（教育
系・学際系・看護系）の比較―．日本養護教諭教育学会誌
１７：２７―４０，２０１４

１２）西森菜穂，遠藤伸子：養護教諭養成機関におけるフィジ
カルアセスメント教育の現状と課題．日本健康相談活動学
会誌 ８：１０２―１１６，２０１３

学校保健研究 Jpn J School Health６１；２０１９２１０



１３）大西弘高：臨床推論とは．（大西弘高編）．The臨床推論
研修医よ，診断のプロをめざそう！（初版），２―１９，南山
堂，東京，２０１２

１４）大西弘高：臨床推論の定義とその教育―臨床推論とは．
治療 ９５：１０００―１００３，２０１３

１５）伊藤敬介，大西弘高：総論：臨床推論とは何か．（伊藤
敬介，大西弘高編著）．ナースのための臨床推論で身につ
く院内トリアージ 最速・最強の緊急度アセスメント（初
版），１０―２３，学研メディカル秀潤社，東京，２０１６

１６）喜瀬守人：ナースが知っておきたい！ 臨床推論の基本．
（石松伸一監修）．実践につよくなる 看護の臨床推論
ケアを決めるブロセスと根拠（初版），８―１７，学研メディ
カル秀潤社，東京，２０１４

１７）伊藤敬介，大西弘高：看護師による院内トリアージにお
ける診断推論．（伊藤敬介，大西弘高編著）．ナースのため

の臨床推論で身につく院内トリアージ，最速・最強の緊急
度アセスメント（初版），４８―８７，学研メディカル秀潤社，
東京，２０１６

１８）大谷尚子，五十嵐徹，砂村京子ほか：子どもの訴え・症
状別にみたフィジカルアセスメントの過程．養護教諭のた
めのフィジカルアセスメント―見て学ぶ応急処置の基礎基
本（初版），９―１９，小児医事出版社，東京，２０１１

１９）日本学校保健会：救急処置の内容別保健室利用状況，平
成２８年度保健室利用状況に関する調査報告書（平成２８年度
調査結果），２４，アイネット，東京，２０１８

（受付 ２０１８年１１月９日 受理 ２０１９年６月２８日）
代表者連絡先：〒７５３―００２１ 山口市桜畠６丁目２番１号

山口県立大学看護栄養学部看護学科（丹）

２１１丹ほか：養護教諭が行う学校救急処置における臨床推論の実態と特徴



看護学生の睡眠の質と蓄積的疲労徴候との関係
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Relationship between Sleep Quality and Cumulative Fatigue Symptoms Index（CFSI）Scores
in Students at a Nursing College

Narumi Ooshige＊１ Yuriko Azuma＊１ Eriko Matsunaka＊１

Tomoko Goto＊２ Sayuri Ishiyama＊１ Miyuki Nagamatsu＊１

＊１Japanese Red Cross Kyushu International College of Nursing
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Background: With the shortening of sleeping hours that occurs during young adulthood, various mental and
physical influences have been pointed out. Therefore, it can be said, that differences in an individual’s sleep-
ing pattern during puberty is an important health concern.
Objective: The purpose of this study was to uncover the relationship between sleep quality and subse-
quently accumulated fatigue symptoms in students at a nursing college, through two-year surveys.
Methods: The participants for this study were students from a nursing college. Attribute items covered by
the questionnaire included gender, living conditions, and sleeping environment. The following items, as-
sumed to be factors influencing participants’sleeping situations, were asked; information around their part-
time jobs on weekdays and holidays（including long-term vacations）, school hours, commuting means, and
learning time. For the sleep disorder assessment, PSQI-J（Pittsburgh Sleep Quality Index- Japanese version）
was utilized. PSQI-J scores were classified into three groups, scores of less than ５ points were in the low
group, those with ５ to ９ points constituted the PSQI mild group, and anyone scoring over ９ points was
placed in the PSQI high group. Fatigue level was examined through three dimensions, including the mental,
physical, and social aspects consisting of eight characteristics, using the CFSI（Cumulative Fatigue Symp-
toms Index）.
Results: The questionnaire item“Living with their families”had the highest number of responses, at５４．７%.
This was followed by“Living alone”at４１．９%. The４３．９% of the participants answered that their commute
time to college is less than ３０minutes, while ２５．７% of them stated the time to be less than １―２ hours. For
study time,１―２hours per day was the highest score at４４．６%. The participants working part-time jobs once
from Monday to Friday accounted for３７．２% of the group, while those working one to two days during col-
lege holidays was at ６３．５%. The result of the sleep quality measures had a total mean score of PSQI-J ７．６,
with the PSQI mild group at １．９%, the PSQI high sleep group at ３６．５%, and the PSQI low group at ２１．６%.
The results of the sleep time analysis showed that the average for the PSQI high sleep group was５．５hours.
The relationship between sleep disorder occurrence and the frequency of part-time job working was moder-
ately related, with the singular values varying from０．２６ to０．２８ for both weekdays and holidays. The rela-
tionship between sleep quality and CFSI was significantly higher in the PSQI high group - for ４ out of ８
items（p＜０．０５）.
Conclusion: It was found that the sleep quality of nursing students is related to cumulative fatigue symp-
toms; with poor sleep quality tending to increase these symptoms. Moreover, the background suggests that
students’sleep quality is influenced by the frequency of part-time job.

Key words：nursing student, quality of sleep, cumulative fatigue symptoms index（CFSI）, part-
time job
看護学生，睡眠の質，蓄積的疲労徴候，アルバイト
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Ⅰ．緒 言

睡眠障害１）とは，睡眠の質・量あるいはタイミングの
異常と，睡眠に関連する行動の異常の総称といわれてい
る．２０１５年度日本人の生活時間調査２）では，１９７０年以降
平日の睡眠時間が一貫して減少傾向にあったが，近年は
その傾向が止まっており，１０代～２０代の男性では，平日
の睡眠時間がわずかに増加傾向であった．一方，青年期
における睡眠時間の短縮に伴う影響が指摘されており３），
継続した重要な健康課題といえる．
大学生対象の睡眠調査では，睡眠の質を測る尺度とし

てピッツバーグ睡眠質問票日本語版（Pittsburgh Sleep
Quality Index- Japanese version：PSQI-J）を用いた結
果４－６），入眠困難なタイプが最も睡眠状態が悪く，主観
的な睡眠の質の低下，日中の機能低下が大きいと報告し
ている７）．さらに，看護大学生を対象とした調査７）では，
実習中の睡眠不足と睡眠の質の低下があり，精神的疲労
と身体的疲労が加わり，蓄積的疲労になりやすいと報告
されている．筆者らも３年次を対象とした調査８）におい
て，負荷の高い実習期間に関わらず講義期間においても
睡眠の質が悪くなることで蓄積的疲労徴候（Cumulative
Fatigue Symptoms Index：CFSI）が高まることを明ら
かにした．看護大学生の特徴として，他学部に比して専
門的技術習得に加え，国家資格取得のために多様なスト
レスを抱えていることが報告されており，他学部と比し
て睡眠の質に影響する因子を探ることは意義がある９）と
考える．さらに，多くの大学生はアルバイトを行ってお
り，アルバイトによって睡眠不足や疲労の蓄積につなが
り修学困難に至ることもある１０）．特に国家資格取得に伴
う課題が多い看護大学生にとっても重要な課題といえる．
しかしこれまで，看護大学生３年次の講義期間の大学生
の睡眠の質と蓄積的疲労徴候の関連およびアルバイトの
影響についての研究は見当たらない．
そこで本研究では，看護大学生３年次を対象に２年間

分の調査により，睡眠の質による蓄積的疲労徴候への影
響およびアルバイトの影響を明らかにすることを目的と
した．

Ⅱ．方 法

１．対 象
Ａ大学３年次の看護学生を対象とした．

２．調査期間
第１回目：平成２８年６月～７月
第２回目：平成２９年５月～６月
３．調査内容
１）属性および睡眠時状況に影響する要因
属性は，性別，居住状況を尋ねた．睡眠時状況に影響

する要因として，アルバイト状況（平日，長期休暇を含
めた休日），通学時間，通学手段，学習時間，運動習慣
について尋ねた．

２）ピッツバーグ睡眠質問票日本語版（Pittsburgh
Sleep Quality Index- Japanese version；PSQI-J）
PSQI-Jは，睡眠障害の評価指標として使用されてお

り，睡眠の質，入眠時間，睡眠時間，睡眠効率などの７
要素から睡眠に関して合計得点が算出され，６点以上が
睡眠障害ありと評価できる１１）．本尺度は，クロンバック
α係数０．７７と高い信頼性が確保されており，精神症状別
による比較の有用性も報告されている１２）．本研究では，
許斐ら１３）の分類を参考にPSQI-J得点５点以下をPSQI低
値群，６点以上８点以下をPSQI中等度群，９点以上を
PSQI高値群の３段階に区分した（以降，PSQI分類とい
う）．
３）蓄積的疲労徴候（Cumulative Fatigue Symptoms
Index；CFSI）
CFSIは，精神的側面として「抑うつ状態」「不安感」「気

力の減退」，身体的側面として「一般的疲労感」「慢性疲
労徴候」「身体不調」，社会的側面として「労働意欲の低
下」「イライラの状態」の３つの側面で８つの特性項目
で構成されており，８１項目の質問に対する回答は「はい」
「いいえ」の２択であり，各尺度の平均訴え率として比
較する１４）．本尺度は，主に労働者を対象として開発され
ているが，大学生を対象とした研究にも使用されてお
り１５）１６），青年期の蓄積的疲労の評価における汎用性が高
いと考えた．上田ら１５）の研究を参考に，社会的側面「労
働意欲の低下」は，大学生を対象としているため，「学習
意欲の低下」と捉える．参考までに基準値として，女子
２３，８３５例の８つの特性項目の平均値を表中に提示する１７）．
４．調査手順
講義後に説明時間を確保し，対象者に口頭で調査目的，

方法，倫理的配慮について説明を行い，質問紙を配布し
た．研究に同意した学生のみ質問紙に回答し，回収箱へ
の投函を求めた．
５．分析方法
属性および睡眠時状況に影響する要因は，記述統計量

を算出した．PSQI分類と通学時間，学習時間，運動習
慣との関連はχ二乗検定を用いて分析した．特に関連の
強さを確認したいアルバイトの状況は，「アルバイト無」
「不定期の短期アルバイトをしている」「週１～２回の
アルバイトをしている」「週３～５回のアルバイトをし
ている」の４分類を平日と休日の場合でコレスポンデン
ス分析を用いて比較した．コレスポンデンス分析は，対
応分析ともいわれ，外部基準のない質的データを数量化
する手法の１つであり，似た反応を示すものを探す際に
有効な手法である１８）．関連の強さには，固有値の平方根
を示す特異値と各次元がもとの情報をどの程度説明して
いるかを示すイナーシャの寄与率を用いた．次にCFSI
の各尺度得点による睡眠障害別の比較をした．CFSIの
各尺度得点に正規性の確認ができなかったため，ノンパ
ラメトリック検定のKruskal-Wallis検定を実施した．解
析は，統計ソフトIBMSPSSver２５を用い，有意水準は
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５％未満とした．
６．倫理的配慮
研究内容，対象者にとって回答しなくても不利益にな

らないこと，成績には反映されないこと，個人が特定さ
れないこと，および質問紙で得た情報は研究以外で使用
しないことを口頭および書面で説明し，回答は強制でな
く自由意思とし，回収をもって同意が得られたとみなす
ことを説明した．なお本研究は，著者らの所属大学の研
究倫理審査委員会の承認を得て実施した（承認番号；１６―
００４）．

Ⅲ．結 果

平成２８年では９７部配布を行い５３部回収（回収率５４．６％）
した．平成２９年では１０３部配布を行い９５部回収（回収率
９２．２％）した．
１．属性および睡眠時状況に影響する要因について
男子学生６名（４．１％），女子学生１４２名（９５．９％）で

あった．居住状況では，家族と同居が５４．７％と最も多く，
次に一人暮らしが４１．９％であった．大学までの移動時間
は３０分未満４３．９％で次に１～２時間未満２５．７％であった．
学習時間は，１～２時間未満４４．６％，アルバイトは，平
日が週１～２回３７．２％，休日も同様に週１～２回６３．５％
と最も多かった（表１）．
２．PSQI分類について
睡眠の質の分類は，PSQI-Jの平均得点７．６で，PSQI中

等度群が４１．９％，PSQI高値群が３６．５％で，PSQI低値群
が２１．６％の順で多い割合であった．睡眠時間は，睡眠の
障害に関わらず５時間台でPSQI高値群が平均５．５時間と
最も少なかった（表２）．
３．PSQI分類と通学時間，学習時間，運動習慣との関
連について
PSQI分類と通学時間では，PSQI分類に関わらず，通

学３０分未満が多かった．学習時間では，学習１―２時間
未満が最も多かったがいずれも有意な関連はなかった．
PSQI分類で高値になるほど，学習時間が長い傾向が見
られた．運動習慣では，週１―２回程度が最も多く，次
に「全くない」が多かったが有意な関連はなかった（表３）．

表１ 対象者の概要

ｎ数 ％

性別
男性
女性

６
１４２

４．１
９５．９

居住状況

一人暮らし
家族と同居
友達と同居
その他

６２
８１
１
４

４１．９
５４．７
０．７
２．７

通学時間

通学３０分未満
通学３０―１時間未満
通学１―２時間未満
通学２時間以上

６５
２４
３８
２１

４３．９
１６．２
２５．７
１４．２

学習時間

学習３０分未満
学習３０―１時間未満
学習１―２時間未満
学習２時間以上

２３
３２
６６
９

１５．５
２１．６
４４．６
６．１

運動習慣

全くない
週に１～２回
週に３～４回
ほぼ毎日
毎日

５６
６５
１５
１１
１

３７．８
４３．９
１０．１
７．４
０．７

平日のアルバイト

アルバイト無
不定期の短期アルバイト
週１～２回のアルバイト
週３～５回のアルバイト

４３
１１
５５
３９

２９．１
７．４
３７．２
２６．４

休日のアルバイト

アルバイト無
不定期の短期アルバイト
週１～２回のアルバイト
週３～５回のアルバイト

１８
１５
９４
２０

１２．２
１０．１
６３．５
１３．５

表２ PSQI-JとPSQI分類別の特徴

PSQI-Jの平均値（SD） ７．６（３．２）
PSQI-Jの最小値，最大値 最小値０ 最大値１６

区分 ｎ（％） 平均睡眠時間（h）（SD）

PSQI低値群 ３２（２１．６） ５．８（１．７）
PSQ中等度群 ６２（４１．９） ５．７（０．９）
PSQI高値群 ５４（３６．５） ５．５（０．９）

表３ PSQI分類と通学時間，学習時間，運動習慣との関連

通 学 時 間 学 習 時 間 運 動 習 慣

通学
３０分
未満

通学
３０―１
時間
未満

通学
１―２
時間
未満

通学
２時間
以上

Ｐ値
学習
３０分
未満

学習
３０―１
時間
未満

学習
１―２
時間
未満

学習
２時間
以上

Ｐ値
全く
ない

週に
１～２
回

週に
３～４
回

ほぼ
毎日

毎日 Ｐ値

PSQI
低値群

ｎ １６ ５ ９ ２

０．７１３

４ ４ １４ ０

０．０９８

１１ １４ ４ ３ ０

０．４６３

％ ５０．０％ １５．６％ ２８．１％ ６．３％ １８．２％ １８．２％ ６３．６％ ０．０％ ３４．４％ ４３．８％ １２．５％ ９．４％ ０．０％

PSQI
中等度群

ｎ ２７ ９ １４ １２ １３ １２ ３０ ２ ２４ ３２ ４ ２ ０
％ ４３．５％ １４．５％ ２２．６％ １９．４％ ２２．８％ ２１．１％ ５２．６％ ３．５％ ３８．７％ ５１．６％ ６．５％ ３．２％ ０．０％

PSQI
高値群

ｎ ２２ １０ １５ ７ ６ １６ ２２ ７ ２１ １９ ７ ６ １
％ ４０．７％ １８．５％ ２７．８％ １３．０％ １１．８％ ３１．４％ ４３．１％ １３．７％ ３８．９％ ３５．２％ １３．０％ １１．１％ １．９％

χ二乗検定
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４．PSQI分類とアルバイトとの関連について
PSQI分類と平日アルバイトの頻度との関連は，特異

値０．２６，イナーシャの寄与率８６．８％で有意差はなかった
が，中等度の関連の傾向がみられた（ｐ＝０．０６３）．PSQI
高値群とアルバイト週３～５回，PSQI中等度群とアル
バイト週１～２回が布置図において近似であった（図１）．
PSQI分類と休日アルバイトの頻度との関連は，特異値
０．２８，イナーシャの寄与率８４．７％で中等度の有意な関連
がみられた（ｐ＝０．０２８）．平日と同様に休日においても
PSQI高値群とアルバイト週３～５回，PSQI中等度群と
アルバイト週１～２回が布置図において近似であった
（図２）．
５．PSQI分類とCFSIとの関連について
PSQI分類とCFSIとの関連は，８項目中「身体不調」

「一般的疲労感」「気力の減退」「労働意欲の低下」の４

項目で有意な関連があり（ｐ＜０．０５），いずれもPSQI高
値群の方が他群に比して高かった（表４）．

Ⅳ．考 察

本研究の対象者は，９割以上が女子学生であり，家族
と同居している学生が５割を占め，通学には３０分未満か
かる学生が４割，学習時間は１―２時間程度が４割以上，
運動習慣は週１―２回が４割以上，３割は全く運動しな
いという特徴があった．PSQI分類は，PSQI中等度群の
比率およびPSQI高値群の比率を合わせると何らかの睡
眠障害を持つ学生が８割近くいることがわかった．
PSQIの３分類によって，CFSIの８尺度の比較を行った
結果，PSQI高値群では基準値よりもすべて高値である
ため，睡眠の質が悪いと蓄積的疲労度が高まることが推
察された．身体的側面の身体不調，一般的疲労感，精神

図１ PSQI分類と平日アルバイトとの関連

図２ PSQI分類と休日アルバイトとの関連
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的側面の気力の減退，社会的側面の学習意欲の低下の４
項目で他群よりも有意に高く，睡眠障害が重度の場合は，
身体不調だけでなく一般的疲労感，気力の減退とともに
学習意欲の低下を感じやすいと推察された．さらに看護
学生を対象にした先行調査１５）においても講義時期は実習
期間と比べて精神的側面「不安感」「抑うつ感」「気分の
減退」，身体的側面「一般的疲労感」「慢性疲労徴候」，社
会的側面「学習意欲の低下」が高まることを報告されて
おり，看護学生の特性として本研究結果を追認していた．
中村は１９），大学生の睡眠状況と心身状態との関連を調

査した結果，過半数が心身状態に異常傾向を持っており，
不眠状態を招きやすいことを明らかにした．その理由と
して，大学生は高校生までの受身状態から自主性を求め
られ，生活リズムを崩すなど，自分との一貫性をなくし，
精神的につらい時期を過ごす学生が少なくないと報告し
ている．本研究の対象期間は，大学生活３年目を迎え，
後期の長期実習期間の準備期間であり，専門科目による
課題が多い期間でもある．筆者らもこの時期の看護学生
のストレス状況については，コーピングが困難な場合が
多いことを報告している２０）．そのため，大学生活に慣れ
た学年であっても，その時期に応じた生活リズムを整え
ることは，睡眠の質の向上につながると推察された．
２０１５年厚生労働省による「大学生等に対するアルバイト
に関する意識等調査」２１）では，アルバイトによって学業
に支障が生じた経験者１７．８％，深夜業務（２２時～５時）
に従事している学生が４０．３％いることが報告されている．
また男子学生を対象とした調査２２）では，就労状況で週３
～４回が６４％以上を占め，アルバイト学生は就寝時間が
遅く，就寝時間が遅い学生ほど疲労感が強く，生活が多
忙であることを示していた．本研究結果も同様に看護大
学生のアルバイトが学生生活に大きく影響している可能
性を示唆していた．さらにPSQI高値群は，アルバイト
を週３～５回の高頻度で行い，通学時間の長い学生が多
いため，睡眠の質によって悪影響が出やすい可能性が推
察された．
これらのことから，PSQI分類とCFSIとの関連では，

PSQIの得点が高いほど蓄積的疲労が高まりやすく，特
にPSQI高値群では，アルバイトの頻度の多さの影響を
受けやすいことが示唆された．

Ⅴ．本研究の限界と課題

本研究は，サンプリングの問題としてＡ大学の看護大
学生と対象者が限られていることが挙げられる．そのた
め今後は他の看護系大学を含めてサンプルサイズを拡大
した検討が必要である．さらに今回の結果から，看護大
学生においてアルバイトによる睡眠の質への影響が大き
い可能性を見出せたことから，アルバイトが必要な学生
には学業との両立支援に向けた方策が必要と考えられる．

Ⅵ．結 語

看護大学生の睡眠の質の程度は，蓄積的疲労と関連が
あり，睡眠の質が悪いほど，蓄積的疲労が高まりやすい
ことが明らかとなった．その背景には，看護大学生のア
ルバイトの頻度が影響していることが示唆された．

本研究は，平成２８年度日本赤十字九州国際看護大学奨
励研究助成金によって実施し，利益相反はない．なお本
研究の一部は，一般社団法人日本学校保健学会第６５回学
術大会で報告（平成３０年１２月；大分）した．
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タイトルの解説：
論文タイトルの最初の部分は“Predictors of future

suicide attempt among adolescents”です．“Predictors
of～”は「～の予測因子」，“future suicide attempt”は
「future将来の（その後の）suicide attempt自殺企図」，
“adolescents”は「青年」ですので，“Predictors of future
suicide attempt among adolescents”で「青年の，その
後の自殺企図を予測する因子」となります．
一方，タイトルの後半部分，“with suicidal thoughts

or non-suicidal self-harm”ですが，suicidal thoughtsは
「自殺に関する気持ち（死にたい気持ち，希死念慮）」，
“non-suicidal self-harm”は「自殺目的でない自傷行為」
ですから，“with suicidal thoughts or non-suicidal self-
harm”で「希死念慮」or（または）「自殺目的でない自
傷行為」を伴う（with）｝となります．したがってタイ
トル全体ではPredictors of future suicide attempt among
adolescents with suicidal thoughts or non-suicidal self-
harm「希死念慮または自殺目的でない自傷行為を伴う
青年の，その後の自殺企図の予測因子」となります．
またコロン“：”以下の“a population-based birth cohort
study”は「全住民ベースの出生コホート研究」です．

重要単語・フレーズ
＊predictor：予測するもの，予測因子（動詞はpre-
dict「予測する」で，preは「前に，先に」，dict
は「言う」「言葉」（dictionaryの「dict」）．合わ
せて「先に言う」「予言する」という意味）

＊suicide attempt：自殺企図，自殺を企てること
（suicideは「自殺」．cideは「切る＝殺す」の意
味．「殺虫剤」はpesticide，「大量虐殺」はgenocide．
決断するdecideのcideも「切る」の意味）．

＊suicidal thoughts：死にたい気持ち，希死念慮
＊self-harm：自傷，自傷行為
＊birth cohort：出生コホート（ある特定の期間に
ある特定の国や地域で生まれた集団を，出生コ
ホートといいます）

＊population-based 集団ベースの，全住民ベースの
＊population-based birth cohort study：全住民
ベースのコホート研究（ある地域である年に生ま
れた全住民を研究参加者としてリクルートして行
うコホート研究）．

■連載 国際交流委員会企画―学校保健の新知見を学ぶ：易しい英文論文読解
Learning New Findings of School Health by Reading English Papers

第１１回「希死念慮のある青年と自殺目的でない自傷行為がある
青年における，その後の自殺企図の予測要因について：

全住民ベースの出生コホート研究」（Becky Mars et al.２０１６）の紹介
佐々木 司，出 村 宣 子
東京大学大学院教育学研究科健康教育学分野

Introducing“Predictors of Future Suicide Attempt among Adolescents with Suicidal
Thoughts or Non-suicidal Self-harm: a Population-based Birth Cohort Study”

by Becky Mars et al.（２０１９）
Tsukasa Sasaki Nobuko Demura

Laboratory of Health Education, Graduate School of Education, The University of Tokyo

「死にたい気持ち」（以下，希死念慮と略す）のある若者と，「自殺目的ではない自傷行為」を行う若者の，そ
の後の自殺企図のリスクとリスクに関連する要因を調べた研究です．イギリスのある地域で同じ年に生まれた青
年（出生コホート）のうち，１６歳の時点で希死念慮のあった若者と「自殺目的ではない自傷行為」があった若者
を対象に，２１歳まで追跡調査した結果，どちらの群もその１２％で，１６歳から２１歳の間に自殺企図がみられました．
また１６歳で希死念慮のあった若者では「自殺目的でない自傷行為」「大麻の使用」「その他違法薬物の使用」「知
力と開放性の高さ」が，１６歳時に「自殺目的でない自傷行為」のあった若者では「大麻の使用」「その他違法薬
物の使用」「睡眠の問題」，「外向性の低さ」が，２１歳までの自殺企図に関連していました．この論文のabstract
は，以下のURLで見ることができます：
https:／／www.thelancet.com／journals／lanpsy／article／PIIS２２１５-０３６６（１９）３００３０-６／fulltext
なお以下では，随所で一重下線，二重下線，斜字などが出てきますが，これは長い英文を小部分に分け，各

部分をその日本語訳と対応させるために使っています．

学校保健研究 Jpn J School Health６１；２０１９；２１８－２２２



Backgroundについて：
AbstractのBackground背景は，Suicidal thoughts and

non-suicidal self-harm are common in adolescents and
are strongly associated with suicide attempts. We
aimed to identify predictors of future suicide attempts
in these high-risk groups. の二文からなります．第一文
は，“Suicidal thoughts and non-suicidal self-harm are
common in adolescents and are strongly associated
with suicide attempts.”ですが，andの前までのSuicidal
thoughts and non-suicidal self-harm are common in ado-
lescentsは，「希死念慮と自殺目的でない自傷行為は青
年でよくみられる」です．andのあとはare strongly as-
sociated with suicide attemptsは（…は自殺企図と強く
関連している）です．…部分，つまり主語は，andの前
の部分と同じ“Suicidal thoughts and non-suicidal self-
harmですので，第一文全体では”Suicidal thoughts and
non-suicidal self-harm are“（希死念慮と自殺目的でない
自傷行為は）common in adolescents（青年ではよく見
られ），and（かつ）are strongly associated with suicide
attempts.（自殺企図と強く関連している）”となります．
第二文，“We aimed to identify predictors of future

suicide attempts in these high-risk groups.”ですが，
“aim～”が，「～を目的とする」，“（to）identify”が「同
定する」なので，全体では「これらのハイリスク群these
high-risk groupsの青年の，その後の自殺企図future sui-
cide attemptsを予測する因子predictorsを同定すること
to identifyを目的としたwe aimed」となります．

重要単語・フレーズ
＊be associated with～：～と関連している
＊aim～：～を目的とする，～を目指す
＊identify：～を（本人・同一のものであると）確
認する，〈人・物を〉（～であると）確認［同定］
する，同定する（名詞はidentity. 性同一性障害
GIDはGender Identity Disorderの略）

Methodsの解説：
Methods方法の第一文は“Participants were from the

Avon Longitudinal Study of Parents and Children, a
population-based birth cohort study in the UK.”で，
“Participants”「（研究）参加者」は“were from～”
～から（集めた）」で，その後ろに「どこから」かが長々
と書かれています．それが“the Avon Longitudinal
Study of Parents and Children, a population-based
birth cohort study in the UK”で，まず下線部は単語
の冒頭が全て大文字になっていて，かつ定冠詞“the”
がついています．こういうのは固有名詞です．頑張って
訳す必要はありません．ただしlongitudinal studyが「縦
断研究」，of parents and childrenとあるので，「親子を

対象とした（研究）」だということは，頭の中で理解で
きる必要はあります．なお最初のAvonは地名です．ま
たその後は，コンマで名詞が続いていますので，これは
下線部を別の言葉で言い直したものだと分かります．例
えばHis Majesty Naruhito, the Emperor of Japanと
いった言い方と同じです．実際の後ろの部分は「a popu-
lation-based（（地域の）全住民ベースの）birth cohort
study（出生コホート研究）in the UK（英国における）」
です．なお下線部の固有名詞では定冠詞theがついてい
るのに対して，その後ろには不定冠詞ａが使われている
のは，後ろの部分は一般的な説明で，最後のstudyが普
通名詞として使われているからです．

重要単語・フレーズ
＊participant：参加者（この研究への参加者）．
「subjects対象者」という言い方もあるが，最近
は「participants」を良く見かけるようになった．

＊longitudinal：縦断の．longitudinal studyで「縦
断研究」．これに対して，横断研究はcross-sec-
tional study．

＊UK：the United Kingdomの略．訳は「連合王国」
だが，要するに英国のこと．ただしEnglandはそ
の 一 部 で，Englandの ほ かScotland, Wales,
Northern Irelandが連合uniteして１つの王国
kingdomを形成している．

二文目，“The sample included ４５６ adolescents who
reported suicidal thoughts and ５６９ who reported non-
suicidal self-harm at １６ years of age.”は，第一文で示
した参加者participantsの中身を説明する文章です．
The sample（対象は）included（～を含む）４５６adoles-
cents（４５６人の青年を）で“４５６ adolescents”の詳細は，
関係代名詞who以下で説明しています．“４５６ adoles-
cents who reported suicidal thoughts”ですので，suici-
dal thoughts（希死念慮を）who reported（報告した）
４５６ adolescents（４５６人の青年）ということです．“５６９
who reported non-suicidal self-harm”も，５６９のあとに
“adolescents（青年たち）”が省略されていますが，文
の構造は全く同じで，「non-suicidal self-harm自殺目的
ではない自傷行為をwho reported報告した５６９人」とな
ります．“at １６ years of age”は，４５６人の青年たちと
５６９人の青年たち両方にかかっていますので，全体とし
ては「対象は，１６歳の時点で死にたい気持ちを報告した
４５６人の青年と自殺目的ではない自傷行為を報告した５６９
人の青年を含む」となります．
Methodsの三文目は“Logistic regression analyses

were used to explore associations between a wide
range of prospectively recorded risk factors and future
suicide attempts”です．まず下線部より前は，Logistic
regression analyses「ロジスティック回帰分析」were
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used「が用いられた」なので簡単ですね．その後ろに
はto explore…. と「to＋動詞」になっていますから，lo-
gistic regression analysesが「何のために」用いられた
のかが書いてあると推測できます．まず一重下線のとこ
ろだけ見て下さい．これは“to explore associations be-
tween A and B”という構造になっていて，「between
A and B（ＡとＢとの）associations（関連）をto explore
（調べるため）るため」という意味になります．ＡとＢ
の具体的内容が二重下線部です．なおbetweenという前
置詞があったら，その後ろのandがどこにあるかまず見
て下さい．その前後がＡとＢになりますので．
なお，この“to explore（あるいはto examine／study／

investigate）associations between A and B”の部分は，
皆さんが論文の抄録を書く時に，絶対に書き忘れてはい
けない部分です．「何と何との関係を調べたか」を記す
こと，すなわち「その研究で調べたい説明変数（あるい
はexposure）と目的変数outcomeは何か」を明示するこ
とは，論文を書く際の一番の基本です．それに比べて，
用いた統計分析の種類の説明（この論文では“logistic re-
gression analyses were used”）はabstractのレベルでは
それ程重要ではないので，省略してもさほど問題にはな
りません．研究の概要の理解には差し障りないからです．
省略する場合には，“Associations between A and B
were explored／examined／studied”等と書いておけば
良いです．実は本誌への投稿論文の抄録でも，用いた統
計分析の種類だけを書いて，何と何との関係を調べたの
か，という肝腎の中身が記されていない例が散見されま
す．是非注意して下さい．

重要単語・フレーズ
＊participant：参加者（この研究の対象者）
＊logistic regression analyses：ロジスティック回
帰分析

＊be（were，was）used to：～が用いられた
＊explore：探索する，調べる
＊associations between A and B：AとBの関連
＊a wide range of：広範囲の，様々な（くらいの
意味）

＊prospectively：前向きに
（a wide range of prospectively recorded risk fac-
tors：「前向きに（１６歳以後に）記録された様々
なrisk factors（危険因子）」）

＊future：将来（の），その後（の）（future suicide
attempts：その後の自殺企図）

Findingsの解説：
Findings結果の第一文は，“３８（１２%）of ３１０ partici-

pants with suicidal thoughts and ４６（１２%）of ３８０ par-
ticipants who had engaged in non-suicidal self-harm re-

ported having attempted suicide for the first time by
the follow-up at ２１ years of age.”です．フレーズに分
けて訳すと，“３８（１２%）of ３１０ participants with suici-
dal thoughts and”（１６歳の時点で）希死念慮のあった３１０
人の参加者のうち３８人（１２％）と，“４６（１２%）of３８０par-
ticipants who had engaged in non-suicidal self-harm”
（１６歳の時点で）自殺目的でない自傷行為のあった３８０
人の参加者のうち４６人（１２％）は，“reported having at-
tempted suicide for the first time by the follow-up at
２１ years of age.”「２１歳のフォローアップまでに，（人
生で）初めての自殺企図を行ったと報告した，となりま
す．分かりにくいのはwho had engaged in，reported
having attemptedだと思いますので，後ろの重要単語，
フレーズのところに説明しておきます．
第 二 文 は，“Among participants with suicidal

thoughts, the strongest predictors of transition to at-
tempts were non-suicidal self-harm, cannabis use, other
illicit drug use, exposure to self-harm, and higher levels
of the personality type intellect／openness.”で，Among
participants with suicidal thoughts「（１６歳の時点で）
希死念慮のあった参加者における」the strongest predic-
tors of transition to attempts「（自殺）企図（への移行）
を最も強く予測した因子〈最も強い予測因子〉」が何で
あったかを説明した文章です．それが「何であったか」
はwere以下に列挙してあって，non-suicidal self-harm
（自殺目的でない自傷行為），cannabis use（カンナビ
ス（＝大麻，マリファナ）の使用），other illicit drug use
（他の違法薬物の使用），exposure to self-harm（自傷
行為への曝露），and higher levels of the personality
type intellect／openness（および，高いレベルでの人格
タイプにおける知力／開放性）でした．このうち，expo-
sure to self-harmが具体的に何を意味しているのかは，
この抄録だけでは分かりません．興味のある人は本文を
読んで下さい．さほど興味がなければ，分からないまま
に読み置いておくので構いません．最後のhigher levels
of the personality type intellect／opennessの下線部も意
味が良く分からないと思いますが，これも分からないま
ま読み置いておきます．一般に英語を読む時，全体の理
解に不可欠ではない部分，枝葉の部分については，分か
らなくても読み捨てておくのが一つの方法です．勿論，
その論文について詳しく知りたければ，あるいは語彙を
増やしたければ調べて下さい．
なおpredictors of transition to attemptsの「transition

to（への移行）」は，この文章では無理に訳さない方が，
意味は分かり易いです．一般に，英語から日本語に直す
時は省略した方が分かり易い言葉が結構あります．日本
語から英語に直す時も同様です．

重要単語・フレーズ
＊engaged in～：“engage”は「従事させる（従事
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する）」の意味で，“be engaged in＋名詞”で，
人が，ある活動に「従事する」という意味になり
ます．今回の文章では，「～する」などと訳して
おくと良いでしょう（“engaged in non-suicidal
self-harm”「自殺目的でない自傷行為をする」）．

＊transition to attempts：“transition”は「移行」
「変遷」の意味です．“attempt”は「試み」「企
て」「企図」で，この論文ではsuicide attempts「自
殺企図」の意味で使われています（suicideは，ab-
stractの字数制限のためか，あるいは読みやすく
するため，途中から省略されています）．直訳で
は「（自殺）企図への移行」ですが，transition to
は無視した方が理解，あるいは訳のためには，よ
りスムーズです．

＊for the first time：初めての
＊cannabis：大麻，カンナビス
＊illicit drug：違法薬物（illicitは「違法の」．Illegal
と同じ）

＊exposure to：～への曝露，～に曝されること
＊personality 人格，パーソナリティ
＊intellect：知力
＊openness：開放性，あるいは開拓性．パーソナ
リティ評価理論の１つ，Big Five（実際の評価質
問紙としてはNEO-PI-R等）におけるパーソナリ
ティの構成要素の１つ．Opennessは知力との関
係も高いため，ここでは“intellect／openness”
と書かれている．NEO-PI-Rの場合，５つの構成
要素にはopennessのほか，neuroticism神経症傾
向，extraversion外向性，agreeableness協調性，
conscientiousness統制性が含まれる．

Findingsの第三文は，“Among participants with non-
suicidal self-harm at baseline, the strongest predictors
were cannabis use, other illicit drug use, sleep prob-
lems, and lower levels of the personality type extraver-
sion.”で，第二文で冒頭がAmong participants with sui-
cidal thoughtsだったのが，Among participants with
non-suicidal self-harm at baseline（baselineで「自殺目
的でない自傷行為」のあった参加者では）に変わった以
外は，第二文と同じです（were以後に列挙されている
要因は若干違っていますが）．“baseline”は一般に，研
究のスタート時点での調査のことで，この研究では「１６
歳の時点」に相当します．なお列挙されている要因の最
後はlower levels of the personality type extraversionで
すので，これで第二文のhigher levels of the personality
type intellect／opennessの意味も推測できます．person-
alityのlower levelとhigher levelsですから，要するに
「extraversion外向性の低さ」と「intellect／openness知
力／開放性の高さ」という意味だと思われます．「その
先を読んで分かる時があるので，分からない時は（それ

を記憶に残しつつ）読み捨てておけば？」ということで
す．

重要単語・フレーズ
＊extraversion：外向性（先に説明したBig Fiveの
構成要素の１つ）

Interpretationの解説：
最後はInterpretation解釈の部分の説明です．なおこ

れに相当する部分は，多くの雑誌ではConclusion結論と
なっています．第一文は“Most adolescents who think
about suicide or engage in non-suicidal self-harm will
not make an attempt on their life.”です．主語は下線
部で，一重下線部のwho think about suicide or engage
in non-suicidal self-harm（自殺のことを考えたり自殺目
的でない自傷行為をする）Most adolescents「青年（若
者）の多く（ほとんど）」は，will not make an attempt
「（自殺）企図はしない」ということです．実際には１２％
が自殺企図をしたわけですが，これをこの著者は「ほと
んど（多く）は，しない」と解釈したことになります．
確かに５割に達しないので半数以下なわけですから，
「多くは，しない」ということでしょうが，別の著者な
ら「かなりの割合が自殺企図をする」と書くかも知れま
せん．この辺りは，何を主張したいかで変わってくるで
しょう．
次の文は“Many commonly cited risk factors were

not associated with transition to suicide attempt
among these high-risk groups.”で，理解の鍵となるの
は下線部のcommonly cited「よく（commonly）（論文
などに）引用される（cited）」です．文全体ではMany
commonly cited risk factors「commonly cited（よく引
用される）risk factor（リスク要因）の多く（many）
は），were not associated（関連していなかった），with
transition to suicide attempt（自殺企図と），among
these high-risk groups（これらの高危険グループでは），
となります．
最後の文は，Our findings suggest that asking about

substance use, non-suicidal self-harm, sleep, personality
traits, and exposure to self-harm could inform risk as-
sessments, and might help clinicians to identify which
adolescents are at greatest risk of attempting suicide
in the futureです．最初のOur findings suggest thatは
お定まりのフレーズです．そのあとを見ますと，全体と
しては二重下線部が主語で，一重下線部が述語部分．述
語部分は２つあります（andの前後）．まず主語の部分
ですが，asking about「～について尋ねることは」で始
まります．その後ろは，何について尋ねるのかの具体的
内容が書かれていて，substance use, non-suicidal self-
harm, sleep, personality traits, and exposure to self-
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harmという訳です（いずれも前に訳を示した言葉です
のでここでは説明しません）．これに続く述語部分の１
つ目は，could inform risk assessments「リスク評価の
情報となり得る」です．述語部分の２つ目（andの後ろ）
はmight help／clinicians to identify／which adolescents
are at greatest risk of attempting suicide in the future
で，スラッシュで区切った３つの部分に分けて説明しま
すと，might help「助けるかもしれない」／clinicians to
identify「臨床家が同定することを」／何を同定すること
をかというとwhich adolescents are at greatest risk of
attempting suicide in the future「どの青年（若者）が，
将来（その後に），自殺企図をするリスクが最も高いか」
を，ということになります．

重要単語・フレーズ
＊make（a suicide attempt）：（自殺企図を）する．
makeには，日本語に直すと「～を作る」だけで
なく，「～になる」「～をする」など様々な意味で
の使い方があるので，後ろにつく言葉に応じて柔

軟に意味をとると良い．
＊cite：引用する（cited引用される，commonly cited
よく引用される）

＊risk assessment：リスク評価
＊clinician：臨床家（医者や臨床カウンセラーなど）
＊identify：同定する
＊help（somebody）to do（something）：誰かが何
かをすることを助ける．なおhelp （somebody）
do （something）のように，動詞の前のtoを抜い
た書き方でも良い．

文 献
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Rory C O’Connor, Kate Tilling, Paul Wilkinson,
David Gunnell: Predictors of future suicide attempt
among adolescents with suicidal thoughts or non-sui-
cidal self-harm: a population-based birth cohort study.
Lancet Psychiatry２０１９;６:３２７―３７
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「School Health」掲載論文の抄録

School Health Vol.１５,２０１９
【Original Article／原著】

Association between Awareness of Taking Education on Medicines,
and Knowledge, Attitudes and Behavior about
Medicines among Japanese High School Students

Chihiro Sakai, Kazuhiro Iguchi, Tomoya Tachi, Yoshihiro Noguchi,
Shingo Katsuno and Hitomi Teramachi
［School Health Vol.１５,４３―５３,２０１９］

https:／／www.shobix.co.jp／sh／tempfiles／journal／２０１９／０９８.pdf

Background: Education on medicines was implemented as part of health and physical education at all junior high
schools since 2012 in Japan, after the revision of Course of Study. However, no studies have been done on a nation-
wide scale to evaluate this curriculum’s effectiveness．
Objective: The aim of this study is to assess the association between awareness of taking education on medicines,
and knowledge, attitudes and behavior about medicines.
Methods: We conducted a national cross-sectional survey using an anonymous self-administered questionnaire in
２０１７. We randomly selected ８３ public high schools from each prefecture in Japan and distributed our question-
naires to１５-１６years old first year high school students. The questionnaire included questions concerning gender,
health care, medicine use, consulting partner, experience of purchasing, getting and giving medicines, and knowl-
edge, attitudes and behavior about medicines.
Results: The number of valid responses was １７，４３７（effective response rate was ９８．５%）. Of these, ２９．５% re-
sponded that they remembered taking the education on medicines class, ２４．９% responded they had never partici-
pated, and４５．２% did not remember. For both male and female students, those who remembered taking the class
scored significantly higher on the questions regarding knowledge of terminology, knowledge of proper use, and at-
titudes and behavior than those who had not taken the class or did not remember.
Conclusions: Our findings suggest that a memorable education on medicines class may be effective in promoting
students’proper use of medicines. However, we found that many of the students did not remember taking the
class. It is therefore necessary to develop and establish education on medicines programs with validated effective-
ness. Furthermore, the results of this study imply that there is a need for further investigation on the implementa-
tion status of the class at junior high school.

日本の高校生における医薬品教育を受けた自覚と医薬品に関する知識，態度および行動との関連

堺 千紘，井口和弘，舘 知也，野口義紘，勝野眞吾，寺町ひとみ

背景：日本では２０１２年より，学習指導要領の改訂を受けて保健体育の授業の一環として全ての中学校で医薬品教育が
開始された．しかしながら，そのカリキュラムの有効性を全国規模で評価している研究は見当たらない．
目的：本研究は，医薬品教育を受けた自覚と医薬品に関する知識および態度，行動との関連を明らかにすることを目
的とした．
方法：２０１７年に，無記名自記入式質問紙を用いた全国規模の横断調査を実施した．対象高等学校は各都道府県から無
作為に全８３校を抽出し，１５―１６歳の高等学校１年生に調査票を配布した．質問項目は以下の通りである：性別，ヘル
スケア，医薬品使用，相談相手，医薬品を買ったあるいはもらった，あげた経験，医薬品に関する知識，態度，行動．
結果：有効回答者数は１７，４３７名であった（有効回答率９８．４６％）．その内，２９．５％の生徒が医薬品教育を受けた経験が
「ある」と回答しており，２４．９％の生徒が「ない」，４５．２％の生徒が「分からない」と回答していた．男女ともに，
医薬品教育を受けた経験が「ある」と回答した生徒は，「ない」あるいは「分からない」と回答した生徒と比べて，
用語の知識，使い方の知識，態度，行動に関する項目の得点が有意に高かった．
結論：本研究の知見より，記憶に残る医薬品教育は生徒の正しい医薬品使用を促すことに有効であることが示唆され
た．しかし，本研究では多くの生徒が医薬品教育を受けたことを覚えていないことが明らかとなり，今後は，有効性
が確認された医薬品教育プログラムの開発と普及が必要であると考えられた．更に，中学校での医薬品教育の授業の
実施状況についても更なる調査が必要であると示唆された．

連絡先：〒５０１―１１９６ 岐阜県岐阜市大学西１丁目２５―４ 岐阜薬科大学（寺町）

英文学術雑誌
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参宮橋

国立オリンピック記念青少年
総合センター

渋谷 東京

JR総武線

京成線

東京モノレール

羽田空港

浜松町

一般社団法人日本学校保健学会
第６６回学術大会開催のご案内（第５報）

学術大会長 朝倉 隆司（東京学芸大学教授）

１．メインテーマ：School health for all and a sustainable future
（全ての人々の健康と持続可能な未来のための学校保健）
～多様化・複雑化するグローバル社会と身近な社会の現実を生き抜く若者を育てる～

２．開催期日：２０１９年１１月２９日（金）～１２月１日（日）

３．会 場：国立オリンピック記念青少年総合センター
〒１５１―００５２ 東京都渋谷区代々木神園町３―１
ホームページ：https:／／nyc.niye.go.jp／

■小田急線 参宮橋駅 下車 徒歩約７分
■地下鉄千代田線 代々木公園駅下車（代々木公園方面４番出口） 徒歩約１０分
■京王バス 新宿駅西口（１６番）より 代々木５丁目下車
■京王バス 渋谷駅西口（４０番）より 代々木５丁目下車

４．主 催：一般社団法人 日本学校保健学会

５．後援：文部科学省 東京都教育委員会 日本学校保健会，日本教育大学協会，日本教育大学協会養護教諭部会，
全国国立大学附属学校連盟，全国国立大学附属学校PTA連合会，全国国立大学附属学校連盟養護教諭部会

６．学術大会のプログラム

１１月２９日（金）

●１４：００～１６：４５ 常任理事会，理事会，総会，臨時理事会 センター棟 ３１１
●９：００～１６：３０ 日本教育大学協会全国養護部門（総会・研究委員会） センター棟 ５１３

１１月３０日（土）

●学術大会長講演 Ａ会場（カルチャー棟 大ホール） ９：５０―１０：５０
「全ての人々の健康と持続可能な未来のための学校保健学と健康社会学の融合をめざして―研究者・教育者と
してクロスボーダーを生きる―

講師 朝倉 隆司（東京学芸大学）
座長 大澤 功（愛知学院大学）
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●特別講演 Ａ会場（カルチャー棟 大ホール） １０：５０―１１：５０
「健康長寿社会の基盤となる思春期の健康と発達：日・英大規模出生コホート研究等の成果から」
講師 西田 淳志（東京都医学総合研究所 心の健康プロジェクト）
座長 朝倉 隆司（東京学芸大学）

●報告会 Ｂ会場（カルチャー棟 小ホール） １２：００―１２：４５
●メインシンポジウム Ｂ会場（カルチャー棟 小ホール） １３：３０―１６：２０
「融合学術領域としての学校保健学の可能性―多様な学問領域，理論と実践を串刺しする」
コーディネーター 高倉 実（琉球大学）／籠谷 恵（東海大学）
指定討論者 高橋 浩之（千葉大学）／藤田 和也（一橋大学名誉教授）
シンポジスト 数見 隆生（宮城教育大学名誉教授）

瀧澤 利行（茨城大学）
西牧 謙吾（国立障害者リハビリテーションセンター病院）

●ポスター発表 Ｉ会場（国際交流棟 レセプションホール） １２：３０―１４：３０
●一般演題（口演） Ｆ会場（センター棟４０３）

Ｇ会場（センター棟４０５）
Ｋ会場（国際交流棟 第１ミーティングルーム）
Ｌ会場（国際交流棟 第２ミーティングルーム）
１４：００―１５：５２，１５：００―１５：５２

●教育講演
教育講演① セミナーホール（センター棟 ４１７） １６：３０―１７：２０
「グローバル社会に必要なコンピテンシー（資質・能力）の育成」
―OECDの枠組みに基づく東京学芸大学の取り組み―
講師 岸 学（東京学芸大学）
座長 西岡 伸紀（兵庫教育大学）

●学会賞・学会奨励賞受賞講演 Ｂ会場（カルチャー棟 小ホール） １６：３０―１７：２０
●情報交換会 カルチャー棟 レストランとき １８：００―２０：００

１２月１日（日）

●課題別セッション Ｆ会場（センター棟４０４）
Ｌ会場（国際交流棟 第２ミーティングルーム）
９：００―１０：３０，１０：４０―１２：１０，１３：００―１４：３０，１４：４０―１５：１０

●一般演題（口演） Ｄ会場（センター棟３１０）
Ｅ会場（センター棟４０２）
Ｋ会場（国際交流棟 第１ミーティングルーム）
９：３０―１０：２２，１０：３０―１１：２２，１３：３０―１４：２２，１４：３０―１５：２２

●教育講演
教育講演② Ｊ会場（国際交流棟 国際会議室） ９：５０―１０：５０
「グローバルヘルスとSDGsのなかでの学校保健 School Health in the Era of Global Health and SDGs」
講師 門司 和彦（長崎大学）
座長 武見ゆかり（女子栄養大学）

教育講演③ Ｊ会場（国際交流棟 国際会議室） １１：００―１２：００
「教育職員としての新常識 ～ESDを踏まえた教育改革とその要点～」
講師 手島 利夫（NPO法人日本持続発展教育推進フォーラム）
座長 國土 将平（神戸大学）

教育講演④ Ｊ会場（国際交流棟 国際会議室） １３：００―１４：００
「研究者，このクリエイティブで人間的な職業」
講師 長谷川修司（東京大学）
座長 渡邉 正樹（東京学芸大学）

教育講演⑤ Ｂ会場（カルチャー棟 小ホール） ９：５０―１０：５０
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「社会脳からみた人間の発達と支援の新たな可能性―神経多様性の観点から」
講師 藤野 博（東京学芸大学）
座長 青柳 直子（茨城大学）

教育講演⑥ Ｂ会場（カルチャー棟 小ホール） １１：００―１２：００
「小児がんをもつ子どもと家族のトランジションの支援」
講師 上別府圭子（東京大学）
座長 竹鼻ゆかり（東京学芸大学）

●ポスター発表 Ｉ会場（国際交流棟 レセプションホール） １０：００―１２：００ １３：００―１５：００
●大会特別企画シンポジウム（一般公開） Ｂ会場（カルチャー棟 小ホール） １３：００―１４：３０
「当事者が語る多様な社会と学校」
コーディネーター 副島 賢和（昭和大学）／斎藤 千景（埼玉大学）
シンポジスト 田川 尚登（NPO法人横浜こどもホスピスプロジェクト 代表理事）／

浦野 正敬（Fellow Tomorrow）／高野 陽介（横浜国立大学）
●若手研究者の集い Ｊ会場（国際交流棟 国際会議室） １４：３０―１６：００
「今，若手が学校保健で取り組むべき課題は何か？ 学校保健のこれからを語ろう」
コーディネーター 杉崎 弘周（新潟医療福祉大学）

出口 奈緒子（筑波大学）
各種委員会企画シンポジウム
●国際交流委員会・編集委員会合同企画シンポジウム Ｈ会場（センター棟４１６） １０：００―１２：００
「英文抄録を書こう！―でも，まずは日本語から―」

●学術委員会企画シンポジウム Ｃ会場（センター棟３０９） １０：００―１２：００
「学校保健に関する多職種協働とその評価」

●渉外委員会企画シンポジウム Ｈ会場（センター棟４１６） １３：３０―１５：３０
「教科としての「保健」を学ぶ本質とは何か―カリキュラム・マネジメントの視点を手がかりにして―」

●「教員養成系大学保健協議会（教大協保健体育・保健研究部門）」 Ｄ会場（センター棟Ｄ３１０） １６：００―１７：００

７．大会運営についての諸連絡
●参加者の皆様へ
１）参加証

年次学会ホームページにて早期事前参加申込み（８月３１日締切）に登録し，期日内に参加費の振込が完了さ
れた方には，１１月初旬に参加証を郵送いたしますので，大会当日に忘れずお持ちください．
９月１日以降に申込みの方，当日申込みの方は「３）受付手続き」をご参照ください．

２）受付時間・場所
総合受付は，１１月３０日（土）９：００～１８：００，１２月１日（日）９：００～１４：００まで，Ｂ会場（カルチャー棟小

ホール）にて行います．
３）受付手続き
・８月３１日までの早期申込み済みの方（事務局より参加証が届いている方）

総合受付の事前受付コーナーにて，参加証をお見せください．資料等をお渡しします．
万が一，当日参加証をお忘れになった場合は，事前受付へご相談ください．受付にてお振込を確認した後

に，参加証の再発行と資料等をお渡しします．
※学生の方は，大会当日に，身分を証明できるもの（学生証など）をご持参ください．
・９月１日～１０月１１日に参加申込みをされて，期日内に参加費の振込が完了された方

当日「参加申込書」に必要事項をご記入の上，総合受付の事前受付コーナーへご提出ください．受付にて
振込を確認した後に，参加証と資料等をお渡しします．

・当日参加申込みの方
当日「参加申込書」に必要事項をご記入の上，参加費を添えて，総合受付の当日受付コーナーへご提出く

ださい．参加証と資料等をお渡しします．
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当日 大会参加費 情報交換会参加費

一般
（会員・非会員）

学生
（学部生・大学院生等）

一般
（会員・非会員）

学生
（学部生・大学院生等）

２ 日 間 ８，０００円 ４，０００円 ５，０００円 ３，０００円

１日のみ ５，０００円 ２，０００円 ５，０００円 ３，０００円

＊会場内では参加証を入れたネームプレートを必ずご着用ください．
＊ご希望の方には，講演集を１冊３，０００円で販売します．数に限りがありますのでご注意ください．

４）会員情報交換会（１１月３０日 土曜日 １８：００～）
情報交換会へ参加を希望される方（非学会員でも参加できます）は，１１月３０日（土）の受付時間内（９：００～

１６：００）に，総合受付にて参加費をお支払いください．なお，当日参加の受付人数には限りがありますので，
ご了承ください．
事前参加登録にてお支払い済みの方には，あらかじめ郵送される参加証に会員情報交換会参加の印をつけて

ありますので，ご確認ください．
５）休憩室，企業展示，書籍展示

休憩場所としてＩ会場（国際交流棟 レセプションホール）をご用意しております．また，Ｉ会場にて，協
賛各社による企業展示および書籍展示を行っておりますので，どうぞご利用ください．

６）昼食
施設の都合により，飲食場所には制限がありますのでご留意ください．（Ｉ会場のみ飲食可）ランチョンセ

ミナーは行いませんので，施設内もしくは会場付近のレストラン等をご利用ください．
７）呼び出し

会場内でのマイクを使った呼び出しは原則として行いませんのでご了承ください．総合受付付近に連絡用
ボードを用意いたしますので，ご利用ください．

８）クローク
大きな荷物などをお預かりするクロークをＢ会場（カルチャー棟 小ホール）に設置します．
１１月３０日（土）は９：００～１８：００，１２月１日（日）は９：００～１６：００の時間帯でご利用いただけます．ただし，
貴重品はお預かりできませんのでご了承ください．

９）駐車場
なるべく公共の交通機関をご利用ください．駐車場は，施設内もしくは周辺の有料駐車場を各自負担にてご

利用ください．
１０）大会事務局本部

センター棟１０９にあります．
１１）演題番号について

一般演題には，それぞれ演題番号がついています．O３０p-G-０１のようにＯから始まる演題番号は口演（口頭
発表），S０１p-F-０１のようにSから始まる演題番号は課題別セッション，P３０p-I-０１のようにＰから始まる演題番
号はポスター発表です．発表時間，教室等の詳細はHP等のプログラムでご確認ください．

１２）発表資格について
発表者は必ず参加費をお支払いください．参加費を支払わなかった場合は，発表を取り消します．
また，筆頭者並びに共同研究者は，全員学会員である必要があります．未会員の方は，必ず入会手続きを

行ってください．

●一般演題（口演）の演者の方へ
１）発表時間
・発表時間８分，討論５分（計１３分）です．発表終了１分前（７分）で鈴，発表終了時（８分）で２鈴，討論終
了時で（１３分）で３鈴鳴らして合図しますので，時間を厳守してください．

・発表中に動画を使用すること，音声を流すことはできません．
・配布資料は，各自で事前に印刷し，発表者受付時に受付担当者にお渡しください．必要部数は各自で判断して
ください．（大会事務局では印刷しません）

２）演者受付（発表会場内のPCへの発表ファイル保存を含む）
・演者は，次の指定された時間帯に，各発表会場前で演者受付を済ませてください．
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・PCは，各発表会場内の演者台に１台設置してあります（受付場所には，PCはありません）．
・パワーポイントを使用する方は，演者受付時に，発表会場に設置されたPCに発表ファイルの保存をしてくだ
さい．発表を円滑に進めるために必ずお願いいたします．
〈受付及びファイルの保存〉
・１１月３０日（土） １３：００～１３：３０
・１２月１日（日） ９：００～９：２５，１２：００～１２：３０

３）次演者席
・発表会場では，次演者席を用意しています．
・開示，発表の１分前になりましたら，次演者席にご着席ください．

４）パワーポイントの作成
・Windows１０，Windows版PowerPoint２０１９がインストールされたパソコンを用意します．PowerPointで作成し
た資料は，Windows１０で動作確認を行っておいてください．

・Macパソコンで作成された場合は，各自で必ずWindowsパソコンで動作できることを確認するか，発表当日
に使用するMacパソコン，D-subへの変換コネクター及びACアダプターを必ずご持参ください．

・会場スピーカーに音声は流れません．動画は使用できません．
・データの保存名は「演者番号 演者氏名」としてください，「演者番号」はＯで始まるプログラムに記載され
た番号です（演題登録時に送付されている登録番号ではありません）．

・発表ファイルはUSBメモリで保存して当日持参ください．
・演者台のPCに保存された発表ファイルは，大会終了後，破棄（消去）します．

●課題別セッションの発表者の方へ
１）発表時間
・発表時間は，１５分を予定しています．
・全ての発表のあと，ディスカッションの時間を３０分予定しています．
・すべての会場で，パワーポイントを使用できます．
・座長は各セッションでご担当ください．

２）演者受付（発表会場内のPCへの発表ファイル保存を含む）
・演者は，次の指定された時間帯に，各発表会場前で演者受付を済ませてください．
・PCは，各発表会場内の演者台に１台設置してあります（受付場所には，PCはありません）．
・パワーポイントを使用する方は，演者受付時に，発表会場に設置されたPCに発表ファイルの保存をしてくだ
さい．発表を円滑に進めるために必ずお願いいたします．

・発表中に動画を使用すること，音声を流すことはできません．
・配布資料は，各自で事前に印刷し，発表者受付時に受付担当者にお渡しください．必要部数は各自で判断して
ください．（大会事務局では印刷しません）．
〈受付及びファイルの保存〉
・１２月１日（日）→８：３０～８：５５，１２：１０～１２：３０

３）パワーポイントの作成
・一般演題（口演）の記載事項と同様です．
・データの保存名は「演者番号 演者氏名」としてください，「演者番号」はＳで始まるプログラムに記載され
た番号です（演題登録時に送付されている登録番号ではありません）．

●一般演題（ポスター発表）の演者の方へ
１）貼り付け時間・討論時間・撤去時間
・発表者は次の指定された時間に，自分の演題番号（Ｐから始まる番号）が貼られているパネルにポスターを提
示してください．

・ポスター発表では座長制はとりません．各自指定された討論時間にポスターの前で待機し，参加者からの質疑
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Ｉ会場（国際交流棟
レセプションホール）

１１月３０日（土）午後に発表 １２月１日（日）午前に発表 １２月１日（日）午後に発表

貼付作業 ９：３０～１２：００ ９：００～１０：００ １２：３０～１３：００

ポスター発表 １２：３０～１４：３０ １０：００～１２：００ １３：００～１５：００

討論 １３：３０～１４：３０ １１：００～１２：００ １４：００～１５：００

撤去作業 １６：００～１６：３０ １２：００～１２：３０ １５：００～１５：３０

演題番号掲示箇所

P３０p―Ｉ―０１

等にご対応ください．
・撤去時間以降に掲示してあるポスターは大会事務局にて処分します．

２）ポスター作成要項
・ポスター発表用のパネルは，W９００×H２０００以内のポスターをご用意ください．
・掲示用のプッシュピンなどは会場内に用意します．

３）演題番号について
・それぞれの一般演題には，次のように演題番号がついています．

発表形態：Ｏ＝口演，Ｐ＝ポスター，Ｓ＝課題別 会場：アルファベット 番号：各会場通し番号
日 付 ：３０＝３０日，０１＝１日
時間帯 ：ａ＝午前，ｐ＝午後

●一般演題口演の座長の方へ
１）座長受付

座長の方は，担当時間の２０分前までに各会場の発表者受付にて受付をお済ませになり，次座長席にお座りくだ
さい．その際，当日配布資料や発表の変更などがある場合は，担当者からお伝えします．

２）進行について
担当時間内の進行は座長の方に一任いたします．必ず時間内に終了するようご協力をお願いします．

●講演，およびシンポジウムを担当される方へ
１）講演者・シンポジスト受付

講演者・シンポジストの方はご担当の発表の開始３０分前までに発表会場前の受付にて受付をお済ませください．
パワーポイントを使用して発表を希望される方は，その際に受付にデータをお持ちください（パワーポイント
データの事前送付は行いません）
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大会QRコード

２）パワーポイントの作成
①Windows１０，Windows版PowerPoint２０１９がインストールされたパソコンを用意します．PowerPointで作成し
た資料は，Windows１０で動作確認を行っておいてください．
なお，Macパソコンで作成された場合は，各自で必ずWindowsパソコンで動作できることをご確認いただ

くか，発表当日，ご自身のMacパソコンをお持ちください．Macパソコン等を持参の方に関しては，D-subへ
の変換コネクター及びACアダプターを必ずお持ちください．

② 原則として会場スピーカーに音声は流せません．また，動画の使用はできる限りご遠慮ください．これらの
使用をご希望される場合は，事前に下記大会事務局までお知らせください．
E-mail：jash６６@u-gakugei.ac.jp

③ スライドの枚数に制限はありませんが，ご担当の発表時間を厳守した枚数でご作成ください．
④ データの保存名は「発表者氏名」としてください．
⑤ データは講演当日にUSBメモリにて会場にお持ちいただき，講演開始時間の３０分前までに発表会場受付にご
提出ください．データをコピーし，会場用PCで映写します．なお，念のため，複数の記憶媒体で保存し，当
日お持ちいただくことをお奨めします．

⑥ ご発表時の演卓には，ノートPC，マウス，レーザーポインタ等を用意します．スライド操作は原則として
講演者ご自身に行っていただきますが，係による操作のご希望がありましたら事前にお知らせください．

⑦ お預かりしたデータは，事務局が責任をもって大会終了後，すみやかに破棄（消去）させていただきます．

８．大会事務局
東京学芸大学 芸術・スポーツ科学系 養護教育講座
〒１８４―８５０１ 東京都小金井市貫井北町４―１―１
E-mail：jash６６@u-gakugei．ac．jp 担当：荒川 雅子

９．運営事務局
＊演題登録，協賛，参加登録に関するお問い合わせは運営事務局にお願いします．
㈱プランドゥ・ジャパン
〒１０５―００１２ 東京都港区芝大門２―３―６ 大門アーニバスト４０１
電話 ０３―５４７０―４４０１ FAX ０３―５４７０―４４１０
E-mail：jash６６@nta．co．jp
担当：小幡・大谷

１０．大会ホームページ
http:／／web.apollon.nta.co.jp／jash６６／
（または，右記QRコードよりアクセスできます．）

最新の情報はホームページでご確認ください．
（日本学校保健学会のホームページからもアクセスできます．）

２３０ 学校保健研究 Jpn J School Health６１；２０１９



原稿の種類 内 容

１．総 説
Review
２．原 著
Original Article
３．実践報告
Practical Report
４．資料
Research Note
５．会員の声
Letter to the Editor
６．その他
Others

学校保健に関する研究の総括，解説，提
言など
学校保健に関する研究論文

学校保健の実践活動をまとめた報告

学校保健に関する資料

学会誌，論文，学会に対する意見など
（８００字以内）
学会が会員に知らせるべき記事，学校保
健に関する書評，論文の紹介など

機関誌「学校保健研究」投稿規程
１．投稿者の資格

本誌への投稿者は共著者を含めて，一般社団法人日
本学校保健学会会員に限る．

２．本誌の領域は，学校保健及びその関連領域とする．
３．投稿者の責任
・掲載された論文の内容に関しては，投稿者全員が責
任を負うこととする．

・内容は未発表のもので，他の学術雑誌に投稿中でな
いものに限る（学会発表などのアブストラクトの形
式を除く）．

・投稿に際して，所定のチェックリストを用いて原稿
に関するチェックを行い，投稿者全員が署名の上，
原稿とともに送付する．

４．著作権
本誌に掲載された論文等の著作権は，一般社団法人

日本学校保健学会に帰属する．
５．倫理

投稿者は，一般社団法人日本学校保健学会倫理綱領
を遵守する．

６．投稿原稿の種類
原稿は，内容により次のように区分する．

「総説」，「原著」，「実践報告」，「資料」，「会員の声」
以外の原稿は，原則として編集委員会の企画により執
筆依頼した原稿とする．

７．投稿された原稿は，審査の後，編集委員会において，
掲載の可否，掲載順位，種類の区分を決定する．

８．原稿は，「原稿の様式」にしたがって書くものとする．
９．随時投稿を受け付ける．
１０．原稿は，正（オリジナル）１部のほかに副（コピー）
１部を添付して投稿する．

１１．投稿料
投稿の際には，審査のための費用として５，０００円を

郵便振替口座００１８０―２―７１９２９（日本学校保健学会）に
納入し，郵便局の受領証のコピーを原稿とともに送付

する．
１２．原稿送付先

〒１１３―０００１ 東京都文京区白山１―１３―７
アクア白山ビル５F

勝美印刷株式会社 内「学校保健研究」編集事務局
TEL：０３―３８１２―５２２３ FAX：０３―３８１６―１５６１
その際，投稿者の住所，氏名を書いた返信用封筒

（角２）を３枚同封すること．
１３．同一著者，同一テーマでの投稿は，先行する原稿の
審査が終了するまでは受け付けない．

１４．掲載料
刷り上り８頁以内は学会負担，超過頁分は著者負担

（１頁当たり１３，０００円）とする．
１５．「至急掲載」希望の場合は，投稿時にその旨を記す
こと．「至急掲載」原稿は，審査終了までは通常原稿
と同一に扱うが，審査終了後，至急掲載料（５０，０００円）
を振り込みの後，原則として４ヶ月以内に掲載する．
「至急掲載」の場合，掲載料は，全額著者負担となる．

１６．著者校正は１回とする．
１７．審査過程で返却された原稿が，特別な事情なくして
学会発送日より３ヶ月以上返却されないときは，投稿
を取り下げたものとして処理する．

１８．原稿受理日は編集委員会が審査の終了を確認した年
月日をもってする．

原稿の様式
１．投稿様式

原稿は和文とする．原稿は原則としてMSワードを
用い，Ａ４用紙４０字×３５行（１，４００字）横書きとし，
本文には頁番号を入れる．査読の便宜のために，MS
ワードの「行番号」設定を用いて，原稿全体の左余白
に行番号（連続番号）を付す．

２．文章は新仮名づかい，ひら仮名使用とし，句読点
（「，」「．」），カッコ（「，『，（，［など）は１字分とする．

３．英文は，１字分に半角２文字を収める．
４．数字は，すべて算用数字とし，１字分に半角２文字
を収める．

５．図表及び写真
図表，写真などは，直ちに印刷できるかたちで別紙

に作成し（図表，写真などは１頁に一つとする），挿
入箇所を原稿中に指定する．なお，印刷，製版に不適
当と認められる図表は，書替えまたは削除を求めるこ
とがある．（専門業者に製作を依頼したものの必要経
費は，著者負担とする）

６．原稿の内容
・原稿には，【Background】，【Objective】，【Methods】，
【Results】，【Conclusion】などの見出しを付けた
４００語程度の構造化した英文抄録とその日本語訳を
つける．ただし原著以外の論文については，これを
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省略することができる．
・すべての原稿には，五つ以内のキーワード（和文と
英文）を添える．

・英文抄録については，英語に関して十分な知識を持
つ専門家の校正を受けてから投稿する．

・正（オリジナル）原稿の表紙には，表題，著者名，
所属機関名，代表者の連絡先（以上和英両文），代
表者のメールアドレス，原稿枚数，図及び表の数，
希望する原稿の種類，別刷必要部数を記す（別刷に
関する費用は，すべて著者負担とする）．副（コ
ピー）原稿の表紙には，表題，キーワード（以上和
英両文）のみとする．

７．研究の内容が倫理的配慮を必要とする場合は，研究
方法の項目の中に倫理的配慮をどのように行ったかを
記載する．

８．文献は引用順に番号をつけて最後に一括し，下記の
形式で記す．本文中にも，「…知られている１）．」また
は，「…２）４），…１－５）」のように文献番号をつける．著者
もしくは編集・監修者が４名以上の場合は，最初の３
名を記し，あとは「ほか」（英文ではet al.）とする．

［定期刊行物］ 著者名：表題．雑誌名 巻：頁―頁，発
行年

［単 行 本］ 著者名（分担執筆者名）：論文名．（編
集・監修者名）．書名，引用頁―頁，発行
所，発行地，発行年

―記載例―
［定期刊行物］
１）高石昌弘：日本学校保健学会５０年の歩みと将来への
期待―運営組織と活動の視点から―．学校保健研究
４６：５―９，２００４
２）川畑徹朗，西岡伸紀，石川哲也ほか：青少年のセル
フエスティームと喫煙，飲酒，薬物乱用行動との関係．
学校保健研究 ４６：６１２―６２７，２００５

３）Hahn EJ, Rayens MK, Rasnake R et al.：School to-
bacco policies in a tobacco-growing state. Journal of
School Health７５：２１９―２２５,２００５

［単行本］
４）鎌田尚子：学校保健を推進するしくみ．（高石昌弘，
出井美智子編）．学校保健マニュアル（改訂７版），
１４１―１５３，南山堂，東京，２００８

５）Hedin D, Conrad D：The impact of experiential
education on youth development. In：Kendall JC
and Associates, eds. Combining Service and Learn-
ing：A Resource Book for Community and Public
Service. Vol １, １１９―１２９, National Society for Intern-
ships and Experiential Education, Raleigh, NC, USA,
１９９０
〈日本語訳〉
６）フレッチャーRH，フレッチャーSW：治療．臨床疫
学 EBM実践のための必須知識（第２版．福井次矢
監訳），１２９―１５０，メディカル・サイエンス・インター
ナショナル，東京，２００６（Fletcher RH, Fletcher
SW：Clinical Epidemiology. The Essentials. Fourth
Edition, Lippincott Williams & Wilkins, Philadelphia,
PA, USA,２００５）

［報告書］
７）和田清，嶋根卓也，立森久照：薬物使用に関する全
国住民調査（２００９年）．平成２１年度厚生労働科学研究
費補助金（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエ
ンス総合研究事業）「薬物乱用・依存の実態把握と再
乱用防止のための社会資源等の現状と課題に関する研
究（研究代表者：和田清）」総括・分担研究報告書，
２０１０
［インターネット］
８）厚生労働省：平成２３年（２０１１）人口動態統計（確定
数）の概況．Available at：http:／／www.mhlw.go.jp／
toukei／saikin／hw／jinkou／kakutei１１／dl／０１_tyousa.pdf
Accessed January６,２０１３

９）American Heart Association：Response to cardiac
arrest and selected life-threatening medical emer-
gencies：The medical emergency response plan for
schools. A statement for healthcare providers, policy-
makers, school administrators, and community lead-
ers. Available at：http:／／circ.ahajournals.org／cgi／
reprint／０１.CIR.００００１０９４８６.４５５４５.ADv１.pdf Accessed
April６,２００４

附則：
本投稿規程の施行は平成３０年（２０１８年）１２月１日とする．
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投稿時チェックリスト（平成３０年１２月１日改定）

以下の項目についてチェックし，記名・捺印の上，原稿とともに送付してください．

□ 著者（共著者を含む）は全て日本学校保健学会の会員である．
□ 著作権委譲承諾書に，共著者全員が署名した．
□ 本論文は，他の雑誌に掲載されていたり，印刷中もしくは投稿中の論文ではない．
□ 同一著者，同一テーマでの論文を「学校保健研究」に投稿中（査読審査中）ではない．

□ 原著として投稿する原稿には，４００語程度の構造化した英文抄録とその日本語訳をつけた．
□ 英文抄録は，英語に関して十分な知識を持つ専門家の校正を受けた．
□ キーワード（和文と英文，それぞれ五つ以内）を添えた．
□ 研究の内容が倫理的配慮を必要とする場合は，研究方法の項目の中に倫理的配慮をどのように行ったのかを記載
した．

□ 文献の引用の仕方が投稿規程の「原稿の様式」に沿っている．
□ 本文には頁番号を入れ，原稿全体の左余白に行番号（連続番号）を付した．
□ 図表，写真などは，直ちに印刷できるかたちで別紙に作成した．
□ 図表，写真などの挿入箇所を原稿中に指定した．
□ 本文，図及び表の枚数を確認した．

□ 原稿は，正（オリジナル）１部と副（コピー）１部があるか．
□ 正（オリジナル）原稿の表紙には，次の項目が記載されている．
□ 表題（和文と英文）
□ 著者名（和文と英文）
□ 所属機関名（和文と英文）
□ 代表者の連絡先（和文と英文）
□ 代表者のメールアドレス
□ 原稿枚数
□ 図及び表の数
□ 希望する原稿の種類
□ 別刷必要部数
□ キーワード（和文と英文）

□ 副（コピー）原稿１部の表紙には，表題，キーワード（以上和英両文）のみが記載されている（その他の項目等
は記載しない）．
□ 表題（和文と英文）
□ キーワード（和文と英文）

□ ５，０００円を納入し，郵便局の受領証のコピーを同封した．
□ 投稿者の住所，氏名を書いた返信用封筒（角２）を３枚同封した．

上記の点につきまして，すべて確認しました．
年 月 日

氏名： 印
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著作権委譲承諾書

一般社団法人日本学校保健学会 御中

論文名

著者名（筆頭著者から順に全員の氏名を記載してください）

上記論文が学校保健研究に採択された場合，当該論文の著作権を一般社団法人日本学校保健学会に委譲することを
承諾いたします．また，著者全員が論文の内容に関して責任を負い，論文内容は未発表のものであり，他の学術雑誌
に掲載されたり，投稿中ではありません．さらに，本論文の採否が決定されるまで，他誌に投稿いたしません．以上，
誓約いたします．

下記に自署してください．

筆頭著者：

氏名 会員番号（ ） 日付 年 月 日

共著者：

氏名 会員番号（ ） 日付 年 月 日

氏名 会員番号（ ） 日付 年 月 日

氏名 会員番号（ ） 日付 年 月 日

氏名 会員番号（ ） 日付 年 月 日

氏名 会員番号（ ） 日付 年 月 日

氏名 会員番号（ ） 日付 年 月 日

氏名 会員番号（ ） 日付 年 月 日

氏名 会員番号（ ） 日付 年 月 日

氏名 会員番号（ ） 日付 年 月 日

氏名 会員番号（ ） 日付 年 月 日

＊１ 用紙が足りない場合は，用紙をコピーしてください．
＊２ 本誌への投稿は，共著者も含めて一般社団法人日本学校保健学会会員に限ります（投稿規程１項）．会員でな

い著者は投稿までに入会手続きをとってください．
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日本学校保健学会倫理綱領

一般社団法人日本学校保健学会は，本倫理綱領を定める．
前 文
一般社団法人日本学校保健学会会員は，教育，研究及び地域活動によって得られた成果を，人々の心身の健康及び

社会の健全化のために用いるよう努め，社会的責任を自覚し，以下の綱領を遵守する．
（責任）
第１条 会員は，学校保健に関する教育，研究及び地域活動に責任を持つ．
（同意）
第２条 会員は，学校保健に関する教育，研究及び地域活動に際して，対象者又は関係者の同意を得たうえで行う．
（守秘義務）
第３条 会員は，学校保健に関する教育，研究及び地域活動において，知り得た個人及び団体のプライバシーを守秘

する．
（倫理の遵守）
第４条 会員は，本倫理綱領を遵守する．
２ 会員は，原則としてヒトを対象とする医学研究の，倫理的原則（ヘルシンキ宣言）を遵守する．
３ 会員は，原則として「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」（平成２６年制定・平成２９年一部改正，文
部科学省・厚生労働省）を遵守する．

４ 会員は，原則として児童の権利に関する条約を遵守する．
５ 会員は，その他，人権にかかわる宣言を遵守する．

（改廃手続）
第５条 本綱領の改廃は，理事会が行う．
附 則 本規程は，平成２５年１０月１４日理事会にて決議，平成２５年１０月１４日より施行する．平成２９年７月９日一部改正．
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会 報 「学校保健研究」投稿論文査読要領
日本学校保健学会 機関誌編集委員会

平成３０年１２月１日

１．日本学校保健学会会員（以下，投稿者と略す）より，総説，原著，実践報告，資料として論文の審査依頼がなされた場合
（以下，投稿論文と略す），編集委員長は，編集委員会または編集小委員会（以下，委員会と略す）の議を経て担当編集委
員を決定する．ただし，委員会が１０日以内に開催されない場合は，編集委員長は委員会の議を経ないで担当編集委員を決定
することができる．この場合，編集委員長は，担当編集委員名を編集委員会に報告する．
２．担当編集委員は，代議員の中から投稿論文査読者候補２名以上を推薦し，委員会においてこれを決定する．ただし，当該
投稿論文領域に適切な代議員がいない場合は，その他の会員または非会員をこれに充てることができる．
３．編集委員長は，論文査読者候補から２名の査読者を選考し，著者名や所属をすべて削除した論文のコピーと審査結果記入
用紙（別紙を含む）をメール添付し，査読を依頼する．
４．査読者による査読期間は，１回目の査読期間を２１日以内，２回目以降を１４日以内とする．
５．査読期間が守られない場合，編集委員長は，査読者に早急に査読するよう要求する．
６．審査結果記入用紙は，別紙（査読者からの審査結果記載部分）のみをコピーし，これを投稿者に送付する．
７．査読の結果において，２名の査読者の判断が大きく異なる場合は，委員会で審議の上，担当編集委員の意見を添えて投稿
者へ返却する．査読者のいずれか１名が，掲載不可と判定した場合，委員会の判断により，第３査読者に査読を依頼するこ
とができる．その際，掲載不可と判定した査読者の査読は，その時点で終了する．
８．投稿者による投稿論文の内容の訂正・追加のための所要期間は，１か月以内とする．
９．投稿者による投稿論文の内容の訂正・追加のために１か月以上要する場合は，投稿者から編集委員長に連絡する．
１０．投稿者からの訂正・追加原稿には，「査読者への回答」を添える．
１１．編集委員長は，委員会の審議の結果を尊重して，論文の採否や原稿の種類の最終判断を行う．
１２．その他，査読に当たっての留意点
① 論文の目的・方法・結論が科学的であり，かつ論理的に一貫しているかどうかを判断することが，査読の主たる目的で
ある．したがって，査読者の見解と異なる場合は，別途学会の公開の場において討論する形をとることとし，それを理由
に採否の基準にしてはならない．
② 問題点は，第１回目の査読で全て指摘することとし，第１回目に指摘しなかった問題点は第２回目以降には，指摘して
はならない．
③ 第２回目以降に新たに問題点が発見された場合は，その旨を編集委員長に報告し，判断を受ける．その場合，編集委員
長は，委員会に報告する．
④ 新しく調査や実験を追加しなければ意味がない投稿論文は掲載不可とし，採択できない理由を付す．
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お知らせ 第１４回JKYB健康教育ワークショップ中国・四国
開催要項

１ 趣 旨 いじめ，薬物乱用，性，ダイエット，ストレスなど，児童生徒の現代的健康課題の解決に有効なライフ
スキル教育の理論と実践を学び，青少年の健全育成を支援し，学校教育において活用する．

２ 主 催 JKYBライフスキル教育研究会中国・四国支部
共 催 JKYBライフスキル教育研究会

３ 後 援 広島県教育委員会・福山市教育委員会・広島市教育委員会・府中市教育委員会
（申請中） 呉市教育委員会

４ 日 時 令和１年１１月９日（土） ９：００～１６：５０

５ 会 場 まなびの館ローズコム（福山市生涯学習プラザ）
（福山市霞町一丁目１０番１号 Tel ０８４―９３２―７２６５）

６ 対 象 幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の教諭，養護教諭
地域保健従事者，その他教育関係者，学生

７ 講 師 神戸大学名誉教授 川畑 徹朗
兵庫教育大学大学院学校教育研究科教授 西岡 伸紀
大阪市立大学大学院講師 早見 直美

８ 参加費 ４，０００円 学生３，０００円（参加が決定した後，指定口座に振り込みください．）
※第２７回JKYB健康教育ワークショップ報告書（テキスト代１，０００円）は当日購入いただくかお持ちの
方はご持参ください．

９ 参加申込方法
※メールのみの受付となります．必要事項をご記入の上，申込先アドレスに送信してください．

【申込先メールアドレス】 info@jkybtyushikoku.com
【参加申込メール必要事項】 申込締切日１０月２５日（金）

① 氏名（ふりがな）
② 所属（勤務先等） 職種
③ 連絡先電話番号（よろしければ携帯電話番号をお知らせください．）
④ 連絡先メールアドレス（添付ファイルを見ることができるアドレス）
⑤ 希望コース 午前：初参加者コース・参加経験者コース

午後：選択コース対人関係スキル①・選択コースメディアリテラシー②
⑥ お弁当の希望 ⑦ 懇親会参加の希望

※初めてワークショップに参加する方は，午前は初参加者コースを選択してください．
※申し受けた個人情報は，本ワークショップ以外には使用しません．
※⑤のメールアドレスに，参加費振込先，当日の持ち物等について送信します．
参加費の振込は，１１月１日（金）までにお願いします．

１０ 問い合わせ先
事務局 戸野 香 電話 ０９０―８０６７―８６４２ E-mail：info@jkybtyushikoku.com
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お知らせ JKYBライフスキル教育ワークショップ
近畿２０１９ 開催要項

１．趣 旨 深刻化する児童・生徒の心の問題や，様々な健康課題の解決に有効なライフスキル教育の基礎理論と具
体的指導法について参加型の学習形態で学び，学校で活用することを目的とする．

２．主 催 JKYBライフスキル教育研究会近畿支部
共 催 JKYBライフスキル教育研究会

３．後 援 大津市教育委員会（申請中）

４．日 時 ２０１９年１１月１６日（土） ９：３０～１６：３０（受付９：００より）

５．会 場 大津市生涯学習センター
〒５２０―０８１４ 大津市本丸町６―５０ Tel：０７７―５２７―００２５

６．内 容 いじめ防止についての課題を確認し，ライフスキルを育むことを基盤にした学校全体での取組について
体験的に紹介する．また，「JKYBいじめ防止プログラム」について，グループワークを通して学ぶ．

７．対 象 一般教諭，養護教諭，栄養教諭，管理栄養士，栄養士，保健師，学生等

８．講 師 神戸大学名誉教授 川畑 徹朗
広島県福山市立培遠中学校校長 村上 啓二
京都府綾部市立綾部小学校校長 村上 元良
滋賀県大津市立膳所小学校校長 吉田 聡

９．参加費 ２，０００円・学生１，０００円（当日徴収いたします）
※別途テキスト代１，０００円（当日テキストと引換に徴収いたします）
（第２６回報告書をお持ちの方はご持参ください）

１０．参加申込方法
申込方法 メールのみの受付となります．〈申込〆切 １１月６日（水）〉

下記の必要事項を申込先メールアドレスに送信してお申し込みください．
【申込先メールアドレス】lifeskill_jkyb_k@yahoo.co.jp
【件名の欄】「WS近畿２０１９申込（氏名）」とご記入ください．

例：「WS近畿２０１９申込（近畿花子）」
【参加申込メール必要事項】
①氏名 ②ふりがな ③所属（勤務先） ④職種 ⑤連絡先電話番号
⑥連絡先メールアドレス（パソコンのメールアドレスのみ，携帯メールアドレス不可）
⑦今までのJKYB主催のワークショップ参加回数
＊⑥のアドレスに詳細プログラム，当日の持ち物等を配信します．
＊申し受けた個人情報は本ワークショップ以外には使用しません．

１１．問い合わせ先 事務局 大津市立膳所小学校 吉田 聡
TEL：０７７―５２２―６７１９ E-mail：lifeskill_jkyb_k@yahoo.co.jp
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お知らせ
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JKYBライフスキル教育
ワークショップ関東２０１９

主催 JKYBライフスキル教育研究会関東支部
共催 JKYBライフスキル教育研究会

埼玉県川口市教育委員会
後援 埼玉県蕨市教育委員会

１ 趣 旨 日常生活で生じる様々な問題を適切に解決し，自分らしく前向きに生きる力を育成するライフスキル教
育を，参加型の学習形態で学ぶ．

２ 日 時 令和元年１２月７日（土） ８：３０～１７：３０（受付８：１０開始）

３ 会 場 川口市立教育研究所 〒３３３―０８５３ 埼玉県川口市芝園町３―１７
JR京浜東北線 蕨（わらび）駅（西口） 徒歩６分
・東 京 駅～蕨（わらび）駅 約３５分
・羽田空港～蕨（わらび）駅 約１時間１０分
・大 宮 駅～蕨（わらび）駅 約１５分

４ 講 師 神戸大学大学院名誉教授 川畑 徹朗
兵庫教育大学大学院教授 西岡 伸紀

５ 参加コース 基礎（初参加者）コース，応用コースの２コース

６ 参加費 JKYB会員 ３，０００円 一般 ３，５００円 学生 ２，５００円
※テキストとして「JKYBライフスキル教育・健康教育ワークショップ報告書」を使用します．過年度
の報告書をお持ちの方はご持参ください．お持ちでない方は，テキスト代として別途１，０００円がかか
ります．

７ 申し込み方法
⑴ ８月２６日より，JKYBライフスキル教育研究会関東支部ホームページ（http:／／jkybkanto.jp／）から申し込んで
ください．

⑵ 申込みとあわせて，以下の「参加費振込先」に参加費を振り込んでください．

���������������

参加費振込
郵便局（ゆうちょ銀行ではありません）から次の口座にお振込みください．

〈加入者名〉「JKYB健康教育ワークショップ関東」
〈口座番号〉 ００１３０―１―５７１１６４

⑶ １１月２０日締め切りです．参加費の振込が確認できた時点で「申し込み完了」とさせていただきます．

８ その他
⑴ 振り込まれた参加費は，原則として返金いたしません．
⑵ 当日のプログラム，持参物等につきましては，ホームページでご確認ください．
⑶ １００名の参加を予定しています．定員になり次第，締切りとさせていただきます．

９ 問い合わせ先 関東支部事務局 支部長 並木茂夫〈元（公財）日本学校保健会元事務局長，元公立中学校長〉
携帯０９０―２２３１―３６７８ ＊電話はお問い合わせのみで受付はいたしません．
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関連学会の活動 第２０回国際スクールナース学会（２０１９）の概要報告
（The２０th Biennial School Nurses International Conference（SNI）

本年７月に開催された第２０回国際スクールナース学会の概要を報告する．２４か国から１８０名が参加した．全体講演
１９，口頭発表３０（４分科会），ポスター発表３２があった．日本からは合計２６名が参加した（同伴者を含む）．交流プロ
グラムとして，７／２２（月）１８：３０～２１：００にウエルカムレセプション，７／２３（火）１４：００～１７：００カロリンスカ子ども
病院見学ツアーをはじめとするオプショナルツアー，７／２４（水）１４：３０～１７：００市内見学ツアー，７／２５（木）１９：００～
２０：００晩餐会（スカンセン内のレストラン「ソリデン」にて）が組まれていた．７／２６（金）１１：０５～１１：１５には閉会
行事が行われた．

１．日 時：２０１９（令和元）年７月２２日（月） １６：００～２６日（金）１２：００
２．会 場：Scandic Foresta（ホテル），スウエーデン・ストックホルム市リディンゴー島
３．主 催：２０１９SNI実行委員会（スウエーデンスクールナース協会，大学教員等で構成）
４．学会長：Susann Magnusson（スウエーデンスクールナース協会会長）
５．日程等：ホームページ参照（http:／／www.１９thsni.org／）
６．参加国・参加者数：２４か国（米国，スウエーデン，日本，イギリス，アイスランド 他），１８０名
７．参加費：早期申込（４月２６日まで） SEK５０００（VAT（２５％）税込み）（$５５０：約６５，０００円）

通常申込（４月２７日～ ） SEK５６２５（VAT（２５％）税込み）（$６２５：約７３，０００円）
（全学会，歓迎レセプション，コーヒーブレイク，昼食，専門及び市内ツアー，晩餐会費用を含む）

８．発表申込：演題締め切り：２０１８年１２月１日， 受領通知：２０１９年１月
９．講演，発表等：７／２３（火）～７／２６（金）
１）全体講演（１９演題）：（午前）最長４５分，他は１５分と３０分の構成であった．代表的な演題は次のとおりである．
① 青少年の健康についてのグローバルな視点：（バレンティナ バルターク：WHO，スイス）
② 子どもの健康と教育を最善にするために，学校看護の証拠とデータのやりとりを促進する

（マーサ・バーグレン，イリノイ大学，米国）
③ ２１世紀の学校看護実践を学校組織レベルに運用する（エリン・モーガン，NASN研究部長，米国）
④ 恥ずかしい，うれしい，興味深い―セクシュアリティと恋愛関係に関する若者のニーズを満たす

（カースティン イサクソン，スウエーデン性教育協会（RFSU））
２）分科会での口頭発表：（午後）合計３０演題（各４分科会：７／２３（火）１５題，７／２５（木）１５演題，各２０分の発表・質疑）
３）ポスター発表（３２演題）：７／２４（水）１１：４５～１２：４５，及び７／２５（木）１１：４５～１３：００展示発表．

１０．日本人の発表（口頭発表１，ポスター発表８題）
１）口頭発表（１題）

面澤和子（元弘前大学）：「日本の新学習指導要領改訂（２０１７―１８）における保健学習と養護教諭の関わり」
２）ポスター発表（８題）

ベストポスター賞が設けられ，晩餐会の時に，次の発表が準優秀賞を獲得したことが発表された．
内山有子（東洋大学），中村富美子（沼津市大岡小学校），中村千景（帝京短期大学），高橋佐和子（神奈川県
立保健福祉大学）：「日本におけるスキルラダーの開発（第４報）」，（第３報も一緒に発表された）
〈他のポスター発表者の筆頭者名〉：新谷ますみ（弘前大学），大川尚子（京都女子大学），川崎裕美（広島大学），
鈴木真紀子（手塚山学院），西山美香（広島文京大学），廣金和枝（畿央大学），（５０音順）

１１．各国代表者会議：７／２５（木）昼に各国２名ずつの代表者が集まり，学会のあり方や次回開催国を決めた．
日本の代表２名は面澤（前弘前大学）と大川（京都女子大学）．次回開催国は日本と決まった．

１２．晩餐会：日本での開催は晩餐会の時に紹介され，拍手で迎えられたので，日本人全員が立ち上がって応えた．
１３．次回開催国のアピール：閉会行事で日本人参加者が登壇し，次回大会への参加を呼び掛けた．

開催日時：２０２１年７月１９日（月）～２３日（金），会場：国立オリンピック記念青少年総合センター（予定），
学会長：面澤和子（弘前大学名誉教授），ホームページは２０２０年９月１日に開設予定．

●SNIの代表（Lead Advisor）は，２０１７年から初代のMary Henly氏からKaren Farrel氏へと引き継がれた．
今年開設されたSchool Nurses Internationalのホームページ：https:／／schoolnursesinternational.com／

報告：面澤和子（弘前大学名誉教授）
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関連学会の活動 日本保健科教育学会
第４回研究大会開催のお知らせ

主催 日本保健科教育学会
１ 日本保健科教育学会について
「日本保健科教育学会」は，学校における保健授業の活性化と優れた保健授業の創出，保健科教育研究の蓄積を
目的として２０１６年に設立されました．基礎的研究の推進はもちろん，小学校・中学校・高等学校の先生方と連携し
た実践交流や臨床的研究も重要視し，現職教員にとって開かれた学会を目指しています．これまでの研究大会は，
研究発表と実践発表，シンポジウム等を通して，小・中・高の教員と大学教員（研究者）とが，保健科教育の本質
や課題などを議論する貴重な機会となりました．今回も保健科教育の発展に寄与するとともに，ご参加頂いた先生
方にとって，有意義な研究大会にしたいと思います．多くの皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます．

学会長 今村 修

２ 第４回研究大会について
１）日時 ２０１９年１２月８日（日） ９：００～１７：００（予定）
２）会場 東海大学高輪キャンパス１号館

〒１０８―８６１９ 東京都港区高輪２―３―２３
・JR・京浜急行「品川駅」高輪口より徒歩約１８分，または都バス「目黒駅行」に乗り「高輪警察署前」
下車，徒歩約３分

・東京メトロ南北線・都営地下鉄三田線「白金高輪駅」出口１，「泉岳寺駅」A２出口より徒歩約１０分
３）大会メインテーマ

「保健授業の未来を拓く」
４）大会概要（予定）
・特別講演 森 昭三（筑波大学名誉教授）

「今後の保健科教育学への提言（仮題）」
・シンポジウム 「学校におけるがん教育の考え方・進め方と保健科教育（仮題）」

基調講演 植田誠治（聖心女子大学）
報告者 交渉中

・保健科教育に関する研究発表，保健授業の実践発表等

３ 学会事務局
〒２５９―１２９２ 神奈川県平塚市北金目４―１―１

東海大学湘南校舎７号館１階 野坂研究室
Email：japan.sshe@gmail.com 電話 ０４６３―５８―１２１１（代表）

日本保健科教育学会 ホームページ https:／／www.jsshe.jp／
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編 集 後 記

今年も列島各地における台風・大雨等自然災害で，各
地の学校保健関係者の心痛も如何ばかりかと存じます．
被災地の方々へ心よりお見舞い申し上げます．
さて，今号の巻頭言では，世界中の問題ともなってい
る若者を中心としたネット・ゲーム依存も含めて「学校
におけるさまざまな依存」について，その研究・医療の
最先端のお立場から独立行政法人国立病院機構久里浜医
療センターの松下幸生先生にご寄稿いただきました．わ
が国で最初のインターネット依存専門外来が久里浜医療
センターに開設されたのは２０１１年．その頃からネットや
ゲームへの依存が問題となり始めたといわれます．多様

性が目立つようになった若者の依存の問題に医療，教育，
行政，保護者がどのように連携していくか，松下先生の
ご指摘は本学会としても身が引き締まる思いです．
２０１９年１１月２９日（金）～１２月１日（日）開催の本学会の第

６６回学術大会（学術大会長：朝倉隆司・東京学芸大学教
授），メインテーマ「多様化・複雑化するグローバル社
会と身近な社会の現実を生き抜く若者を育てる」も近づ
きました．会報（p.２２４）をご確認のうえ，多数のご参
加をお願い申し上げます．

（住田 実）
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